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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターレース方式で入力された各画像信号から高階調側データと低階調側データとを
生成し、
　前記画像信号が奇数ライン用又は偶数ライン用のいずれであるかを判別し、
　判別結果に基づいて前記高階調側データと前記低階調側データとを時間的又は空間的の
少なくとも一方で混合して画像を表示させるに際し、
　前記奇数ライン用画像信号を表示する奇数フレームでは、前記奇数ライン用画像信号か
ら前記高階調側データ及び低階調側データを生成して奇数ライン及び偶数ラインに表示さ
せ、
　前記偶数ライン用画像信号を表示する偶数フレームでは、前記偶数ライン用画像信号か
ら前記高階調側データ及び低階調側データを生成して前記奇数ライン及び偶数ラインに表
示させること
　を特徴とする画像処理方法。
【請求項２】
　請求項１記載の画像処理方法において、
　前記奇数フレームでは、前記高階調側データを奇数ラインに書き込み、前記低階調側デ
ータを偶数ラインに書き込み、
　前記偶数フレームでは、前記高階調側データを偶数ラインに書き込み、前記低階調側デ
ータを奇数ラインに書き込むこと
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　を特徴とする画像処理方法。
【請求項３】
　請求項１記載の画像処理方法において、
　前記奇数フレームでは、前記高階調側データを偶数ラインに書き込み、前記低階調側デ
ータを奇数ラインに書き込み、
　前記偶数フレームでは、前記高階調側データを奇数ラインに書き込み、前記低階調側デ
ータを偶数ラインに書き込むこと
　を特徴とする画像処理方法。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の画像処理方法において、
　前記高階調側データ及び前記低階調側データを書き込むラインをフレーム毎に順に入れ
替えること
　を特徴とする画像処理方法。
【請求項５】
　請求項１記載の画像処理方法において、
　前記奇数フレームでは、
　奇数ラインの端部画素に前記高階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記低
階調側データと前記高階調側データとを交互に書き込み、
　偶数ラインの端部画素に前記低階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記高
階調側データと前記低階調側データとを交互に書き込み、
　前記偶数フレームでは、
　奇数ラインの端部画素に前記低階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記高
階調側データと前記低階調側データとを交互に書き込み、
　偶数ラインの端部画素に前記高階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記低
階調側データと前記高階調側データとを交互に書き込むこと
　を特徴とする画像処理方法。
【請求項６】
　一対の基板間に液晶を封止し、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理方法を
実施する駆動回路を備えていることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示装置に表示する画像の画質を向上させる画像処理方法及びそれを用いた液
晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｉｔｏｒ：ＴＦＴ）をス
イッチング素子として備えたアクティブマトリクス型の液晶表示装置（以下、「ＴＦＴ－
ＬＣＤ」という）はあらゆる表示用途に広く用いられている。このような状況においてＴ
ＦＴ-ＬＣＤの表示品位の向上が望まれており、特に斜め方向から画面を見ても良好な表
示が得られる広い視野角を有するＴＦＴ－ＬＣＤが求められている。
【０００３】
広視野角ＴＦＴ－ＬＣＤとしてＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔｉｃａｌ　
Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）型液晶表示装置が実用化されている。ＭＶＡ-ＬＣＤはＴＮ（ねじ
れネマチック）型のＬＣＤ等に比べ圧倒的に広い視野角を有している。しかしながら、Ｍ
ＶＡ-ＬＣＤでは、中間調を表示させた画面を上下左右の斜め方向から観察すると中間調
色の輝度が上昇してしまう問題を抱えている。例えば、人の顔を表示しているような場合
、画面法線に対して上下左右の斜め方向から見ると、本来肌色であるべき色が白く且つの
っぺりした色になってしまう。
【０００４】
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この現象を解決するためにハーフトーン駆動技術（以下、「ＨＴ駆動」という）が知られ
ている。ＨＴ駆動はある階調の色を表示する際に、本来の輝度より明るくする表示及び暗
くする表示を１フレーム毎に交互に繰り返し表示して、人間の目の残像効果で本来の色を
表示する手法である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、システム側からインターレース方式で入力される映像信号をＨＴ駆動で液晶表
示装置に表示することが懸案となっている。通常のテレビジョン表示にあっては放送帯域
を節約するために映像データを櫛抜きにして奇数ライン用の表示と偶数ライン用の表示と
を交互に表示させるインターレース駆動が用いられている。図２８はインターレース方式
における映像信号の送信手順を模式的に示している。インターレース方式では、まず、１
番目の奇数（Ｏｄｄ）フィールドＯ１用の映像信号Ｏ１１～Ｏ１５（５ライン分を例示し
ている。以下同様）が送信側からテレビジョン受像機に送られる。次いで、順次、１番目
の偶数（Ｅｖｅｎ）フィールドＥ１用の映像信号Ｅ１１～Ｅ１５が送られ、次に２番目の
奇数フィールドＯ２用の映像信号Ｏ２１～Ｏ２５が送られ、次に、２番目の偶数フィール
ドＥ２用の駅増信号Ｅ２１～Ｅ２５が送られてくる。
【０００６】
図２９は、図２８に示すインターレース方式の映像信号を用いてＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ
　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）に画像を表示している状態を模式的に示している。まず、１番目の
奇数フィールドＯ１用の映像信号Ｏ１１が水平ラインの先頭（第１ライン）に書き込まれ
、これ以降の奇数ラインに映像信号Ｏ１２～Ｏ１５が順次書き込まれる。このとき偶数ラ
インＥ１１～Ｅ１５には映像信号が書き込まれない。ＣＲＴは自発光型の表示装置である
ため、偶数ラインＥ１１～Ｅ１５は黒表示１０５となる。こうして奇数フィールドＯ１が
表示される。
【０００７】
次に、１番目の偶数フィールドＥ１用の映像信号Ｅ１１が第２水平ラインに書き込まれ、
これ以降の偶数ラインに映像信号Ｅ１２～Ｅ１５が順次書き込まれる。このとき奇数ライ
ンＯ１１～Ｏ１５には映像信号が書き込まれず黒表示１０５となる。こうして偶数フィー
ルドＥ１が表示される。
【０００８】
１番目の奇数フィールドＯ１と１番目の偶数フィールドＥ１で第１フレームが構成され、
第１フレームの書き込みで１つの画面が表示される。以下同様にして第２フレーム以降の
画像も表示される。
【０００９】
図３０は、図２８に示すインターレース方式の映像信号を用いてＴＦＴ-ＬＣＤに画像を
表示させる一般的な手法を模式的に示している。まず、１番目の奇数フレームｆ１用の映
像信号Ｏ１１が水平ラインの先頭（第１ライン）に書き込まれ、これ以降の奇数ラインに
映像信号Ｏ１２～Ｏ１５が順次書き込まれる。この奇数フレームｆ１において、第２ライ
ン及びそれ以降の各偶数ラインには、各偶数ラインに隣接する前後の奇数ラインの映像信
号Ｏ１ｎとＯ１ｎ＋１とに基づいて生成した補間映像信号ＳＤが書き込まれる。
【００１０】
次に、１番目の偶数フレームｆ２用の映像信号Ｅ１１が第２ラインに書き込まれ、これ以
降の偶数ラインに映像信号Ｅ１２～Ｅ１５が順次書き込まれる。この偶数フレームｆ２に
おいて、各奇数ラインには、各奇数ラインに隣接する前後の偶数ラインの映像信号Ｅ１ｎ
とＥ１ｎ＋１とに基づいて生成した補間映像信号ＳＤが書き込まれる。なお、第１ライン
については例えば映像信号Ｅ１１が書き込まれる。以下同様にして２番目以降の奇数フレ
ームｆ（２ｎ＋１）及び偶数フレームｆ（２ｎ）の画像が順次表示される。
【００１１】
ところが図３０に示したような表示方法でＴＦＴ-ＬＣＤに画像を表示させると、映像信
号に本来含まれていた情報量が減少してしまうという欠点を有している。非書き込みライ
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ンには補間映像信号ＳＤが書き込まれて情報量は増えているが当該情報はあくまでも予測
された不正確な情報である。そして、奇数フレームｆ（２ｎ＋１）の書き込みでは偶数ラ
インに書き込むべき真の映像信号は消されており、偶数フレームｆ（２ｎ）でも同様であ
るため、消される情報は情報全体の半分に相当してしまう。
【００１２】
本発明の目的は、インターレース方式の映像信号が入力された場合でも広視野角で色再現
性に優れた画像を表示できる画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置を提供すること
にある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
上記目的は、インターレース方式で入力された画像信号から高階調側データと低階調側デ
ータとを生成し、前記高階調側データと前記低階調側データとを時間的又は空間的の少な
くとも一方で混合して画像を表示させることを特徴とする画像処理方法によって達成され
る。
【００１４】
【発明の実施の形態】
〔第１の実施の形態〕
本発明の第１の実施の形態による画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置について図
１乃至図１０を用いて説明する。本実施の形態による画像処理方法は、インターレース方
式の映像信号をＭＶＡ－ＬＣＤに入力して画像表示をさせるに際して、改良されたハーフ
トーン駆動技術を利用する点に特徴を有している。
図１を用いて本実施の形態による画像処理方法の動作原理について説明する。図１は、図
２８に示すインターレース方式の映像信号を例にとってＭＶＡ－ＬＣＤに画像を表示させ
る際の方法を模式的に示している。
【００１５】
まず、１番目の奇数フレームｆ１用の映像信号Ｏ１１に対して本来の階調より輝度を上げ
た映像信号Ｏ１１Ｈを生成して水平ラインの先頭（第１ライン）に書き込む。次に、映像
信号Ｏ１１より輝度を落とした補間映像信号ＳＤＬを生成して第２ラインに書き込む。第
３ライン以降の奇数ラインに対しても、本来の階調より輝度を上げた映像信号を生成して
それぞれ書込み、第４ライン以降の偶数ラインに対しては、前段の隣接奇数ラインの輝度
より低い補間映像信号ＳＤＬを生成して書き込む。
【００１６】
１番目の奇数フレームｆ１の画像が表示されたら、次に、１番目の偶数フレームｆ２用の
映像信号Ｅ１１より輝度を落とした補間映像信号ＳＤＬを生成して第１ラインに書き込む
。次に、映像信号Ｅ１１に対して本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｅ１１Ｈを生成し
て第２ラインに書き込む。第４ライン以降の偶数ラインに対しても、本来の階調より輝度
を上げた映像信号を生成してそれぞれ書込み、第３ライン以降の奇数ラインに対しては、
後段の隣接偶数ラインの輝度より低い補間映像信号ＳＤＬを生成して書き込む。
【００１７】
以下同様にして２番目以降の奇数フレームｆ（２ｎ＋１）及び偶数フレームｆ（２ｎ）の
画像が順次表示される。本実施の形態による画像表示方法を実施することにより、時間的
及び空間的にＨＴ駆動をすることができるため、インターレース方式の映像信号を入力し
てＭＶＡ－ＬＣＤで表示させる場合に広視野角で色再現性に優れた画像表示が可能となる
。
【００１８】
［第１の駆動方法］
次に、本実施の形態による画像処理方法において、インターレース方式の映像信号を液晶
表示装置にＨＴ駆動を用いて表示するための第１の駆動方法について説明する。図２は、
図２８に示すインターレース方式の映像信号を例にとってＭＶＡ－ＬＣＤに画像を表示さ
せる際の方法を模式的に示している。図２において、符号Ｏは奇数フレーム（Ｏｄｄフレ
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ーム）を表し、符号Ｅは偶数フレーム（Ｅｖｅｎフレーム）を表し、符号Ｈは本来の階調
より輝度を上げていることを表し、符号Ｌは本来の階調より輝度を下げていることを表し
ている。さらに、符号Ｏに続く２つの添字は奇数フレームでのフレーム順位と奇数ライン
でのライン順位を表している。また、符号Ｅに続く２つの添字は偶数フレームでのフレー
ム順位と偶数ラインでのライン順位を表している。例えば「Ｏ２１Ｈ」は第２番目の奇数
フレームの１ライン目の映像信号が当該画素の本来の階調より輝度を上げて書き込まれて
いることを示す。
【００１９】
まず、１番目の奇数フレームｆ１用の映像信号Ｏ１１に対して本来の階調より輝度を上げ
た映像信号Ｏ１１Ｈを生成して水平ラインの先頭（第１ライン）に書き込む。次に、生成
された映像信号Ｏ１１Ｈとの合成輝度が映像信号Ｏ１１で生じる輝度に略等しくなるよう
に映像信号Ｏ１１より輝度を落とした補間映像信号Ｏ１１Ｌを生成して第２ラインに書き
込む。第３ライン以降の奇数ラインに対しても、本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｏ
１ｎＨを生成してそれぞれ書込み、第４ライン以降の偶数ラインに対しては、前段の隣接
奇数ラインの輝度より低い補間映像信号Ｏ１ｎＬを生成して書き込む。
【００２０】
１番目の奇数フレームｆ１の画像が表示されたら、次に、１番目の偶数フレームｆ２用の
映像信号Ｅ１１に対して本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｅ１１Ｈを生成する。生成
された映像信号Ｅ１１Ｈとの合成輝度が映像信号Ｅ１１で生じる輝度に略等しくなるよう
に映像信号Ｅ１１より輝度を落とした補間映像信号Ｅ１１Ｌを生成して第１ラインに書き
込む。第２ラインには、映像信号Ｅ１１Ｈが書き込まれる。第４ライン以降の偶数ライン
に対しても、本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｅ１ｎＨを生成してそれぞれ書込み、
第３ライン以降の奇数ラインに対しては、後段の隣接偶数ラインの輝度より低い補間映像
信号Ｅ１ｎＬを生成して書き込む。
【００２１】
以下同様にして２番目以降の奇数フレームｆ（２ｎ＋１）及び偶数フレームｆ（２ｎ）の
画像が順次表示される。本実施の形態による画像表示方法を実施することにより、時間的
及び空間的にＨＴ駆動をすることができるため、インターレース方式の映像信号を入力し
てＭＶＡ－ＬＣＤで表示させる場合に広視野角で色再現性に優れた画像表示が可能となる
。なお、奇数ライン及び偶数ラインに映像信号を書き込む際に本来の輝度より上げるか下
げるかの組み合わせは上記に限られないし、ＭＶＡ-ＬＣＤに画像を表示している際に適
宜変更できる。
【００２２】
［第２の駆動方法］
次に、本実施の形態による画像処理方法において、インターレース方式の映像信号に基づ
く画像をＨＴ駆動を用いてＭＶＡ-ＬＣＤに表示するための第２の駆動方法について説明
する。本駆動方法は奇数列ライン及び偶数列ラインについても本来の階調より輝度を変化
させる点に特徴を有している。図３は第２の駆動方法を示しており、ＭＶＡ-ＬＣＤのｎ
行×ｍ列の画素領域のうち（第１～第４）行×（第１～第４）列の１６個の画素を例示し
ている。図３以降において、符号Ｏは奇数フレーム（Ｏｄｄフレーム）を表し、符号Ｅは
偶数フレーム（Ｅｖｅｎフレーム）を表し、符号Ｈは本来の階調より輝度を上げているこ
とを表し、符号Ｌは本来の階調より輝度を下げていることを表している。さらに、符号Ｏ
に続く３つの添字は順に、奇数フレームでのフレーム順位、奇数水平ラインでのライン順
位ｉｏ、及び奇遇込みの垂直ラインのライン順位ｊを表している。また、符号Ｅに続く３
つの添字は順に、偶数フレームでのフレーム順位、偶数水平ラインでのライン順位ｉｅ、
及び奇遇込みの垂直ラインのライン順位ｊを表している。例えば「Ｏ２１３Ｈ」は、２番
目の奇数フレームであり、奇数水平ラインのｉ＝１番目且つ垂直ラインのｊ＝３番目の映
像信号が当該画素の本来の階調より輝度を上げて書き込まれていることを示す。
【００２３】
図３に示すように第１番目の奇数フレームｆ１では、偶数水平ライン第ｉｅ行第（２ｊ－
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１）列の画素（以下、画素（ｉｅ，（２ｊ－１））と記述する。また、ｉｅは偶数水平ラ
インでのライン順位であり、ｉｅ＝１，２，・・・，（ｎ－１）／２，ｎ／２であり、ｊ
＝１，２，・・・，（ｍ－１）／２，ｍ／２である）の映像信号には、前段の奇数水平ラ
イン第ｉｏ行の画素（ｉｏ，（２ｊ－１））のための映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）が用
いられる。但し、ｉｏは奇数水平ラインでのライン順位であり、ｉｏ＝１，２，・・・，
（ｎ－１）／２，ｎ／２である。また、画素（ｉｅ，２ｊ）の映像信号には、前段の画素
（ｉｏ，２ｊ）のための映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）が用いられる。
【００２４】
また、画素（ｉｏ，（２ｊ－１））には、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）の本来の階調よ
り輝度を上げた映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）Ｈが書き込まれる。一方、画素（ｉｅ，（
２ｊ－１））には、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）の本来の階調より輝度を下げた映像信
号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）Ｌが書き込まれる。
【００２５】
また、画素（ｉｏ，（２ｊ））には、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）の本来の階調より輝度を
下げた映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）Ｌが書き込まれる。一方、画素（ｉｅ，（２ｊ））には
、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）の本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）Ｈ
が書き込まれる。
【００２６】
従って、各画素に書き込まれる映像信号の輝度は本来の輝度より輝度を上げた画素と下げ
た画素とが縦横交互（市松模様）に並ぶことになる。
【００２７】
次に、第１番目の偶数フレームｆ２では、画素（ｉｏ，（２ｊ－１））の映像信号には、
後段の画素（ｉｅ，（２ｊ－１））のための映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）が用いられる
。また、画素（ｉｏ，２ｊ）の映像信号には、後段の画素（ｉｅ，２ｊ）のための映像信
号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）が用いられる。
【００２８】
また、画素（ｉｏ，（２ｊ－１））には、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）の本来の階調よ
り輝度を下げた映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）Ｌが書き込まれる。一方、画素（ｉｅ，（
２ｊ－１））には、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）の本来の階調より輝度を上げた映像信
号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）Ｈが書き込まれる。
【００２９】
また、画素（ｉｏ，（２ｊ））には、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）の本来の階調より輝度を
上げた映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）Ｈが書き込まれる。一方、画素（ｉｅ，（２ｊ））には
、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）の本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）Ｌ
が書き込まれる。
【００３０】
従って、各画素に書き込まれる映像信号の輝度は本来の輝度より輝度を上げた画素と下げ
た画素とが縦横交互（市松模様）に並ぶことになる。同様の動作により順次第２番目の奇
数フレームｆ３、第２番目の偶数フレームｆ４、及びそれ以降のフレームに対し本駆動方
法を適用することにより、広視野角で色再現性に優れた画像表示が可能となる。
【００３１】
［第３の駆動方法］
次に、本実施の形態による画像処理方法において、インターレース方式の映像信号に基づ
く画像をＨＴ駆動を用いてＭＶＡ-ＬＣＤに表示するための第３の駆動方法について図４
を用いて説明する。図４は、図２８に示すインターレース方式の映像信号を例にとってＭ
ＶＡ－ＬＣＤに画像を表示させる際の方法を模式的に示している。
【００３２】
まず、１番目の奇数フレームｆ１用の映像信号Ｏ１１～Ｏ１５に対して本来の階調より輝
度を上げた映像信号Ｏ１１Ｈ～Ｏ１５Ｈを生成して水平ラインの先頭（第１ライン）から
本来の表示ラインに順次書き込む。
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【００３３】
１番目の奇数フレームｆ１の画像が表示されたら、次に、１番目の偶数フレームｆ２にお
いて、偶数フレームｆ２用の映像信号Ｅ１１～Ｅ１５に対して本来の階調より輝度を上げ
た映像信号Ｅ１１Ｈ～Ｅ１５Ｈを生成すると共に、１番目の奇数フレームｆ１用の映像信
号Ｏ１１～Ｏ１５に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｏ１１Ｌ～Ｏ１５Ｌを生
成して、所定の水平ラインにこれら映像信号Ｏ１１Ｌ～Ｏ１５Ｌ及び映像信号Ｅ１１Ｈ～
Ｅ１５Ｈをそれぞれ所定の水平ラインに順次書き込む。
【００３４】
１番目の偶数フレームｆ２の画像が表示されたら、次に、２番目の奇数フレームｆ３にお
いて、奇数フレームｆ３用の映像信号Ｏ２１～Ｏ２５に対して本来の階調より輝度を上げ
た映像信号Ｏ２１Ｈ～Ｏ２５Ｈを生成すると共に、１番目の偶数フレームｆ２用の映像信
号Ｅ１１～Ｅ１５に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｅ１１Ｌ～Ｅ１５Ｌを生
成して、所定の水平ラインにこれら映像信号Ｅ１１Ｌ～Ｅ１５Ｌ及び映像信号Ｏ２１Ｈ～
Ｏ２５Ｈをそれぞれ所定の水平ラインに順次書き込む。
【００３５】
２番目の奇数フレームｆ３の画像が表示されたら、次に、２番目の偶数フレームｆ４にお
いて、偶数フレームｆ４用の映像信号Ｅ２１～Ｅ２５に対して本来の階調より輝度を上げ
た映像信号Ｅ２１Ｈ～Ｅ２５Ｈを生成すると共に、２番目の奇数フレームｆ３用の映像信
号Ｏ２１～Ｏ２５に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｏ２１Ｌ～Ｏ２５Ｌを生
成して、所定の水平ラインにこれら映像信号Ｏ２１Ｌ～Ｏ２５Ｌ及び映像信号Ｅ２１Ｈ～
Ｅ２５Ｈをそれぞれ所定の水平ラインに順次書き込む。
【００３６】
このように、映像信号Ｏｋｉｏ（ｋ＝１、２、３、４、…）と映像信号Ｅｋｉｅは相互に
１フレーム遅れながら送られてくるが、奇数ラインと偶数ラインには本来書き込むべき映
像信号を書き込むことができる。さらに本来の輝度より輝度を上げた映像信号と下げた映
像信号を交互に書き込むことができる。このようにすることにより、時間的及び空間的に
ＨＴ駆動することができる。
【００３７】
［第４の駆動方法］
次に、本実施の形態による画像処理方法において、インターレース方式の映像信号に基づ
く画像をＨＴ駆動を用いてＭＶＡ-ＬＣＤに表示するための第４の駆動方法について図５
を用いて説明する。図５は第４の駆動方法を示しており、ＭＶＡ-ＬＣＤのｎ行×ｍ列の
画素領域のうち（第１～第４）行×（第１～第４）列の１６個の画素を例示している。
【００３８】
まず、１番目の奇数フレームｆ１用の映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）に対して本来の階調
より輝度を上げた映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）Ｈを生成し、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）
に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）Ｌを生成し、映像信号Ｏ
１ｉｏ（２ｊ－１）Ｈを画素（ｉｏ，（２ｊ－１））に書き込み、映像信号Ｏ１ｉｏ（２
ｊ）Ｌを画素（ｉｏ，２ｊ）に書き込む。
【００３９】
１番目の奇数フレームｆ１の画像が表示されたら、次に、１番目の偶数フレームｆ２用の
映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）に対して本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｅ１ｉｅ（
２ｊ－１）Ｈを生成し、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）に対して本来の階調より輝度を下げた
映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）Ｌを生成する。それと共に、１番目の奇数フレームｆ１用の映
像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｏ１ｉｏ（２
ｊ－１）Ｌを生成し、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）に対して本来の階調より輝度を上げた映
像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）Ｈを生成する。
【００４０】
そして、映像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ－１）Ｌを画素（ｉｏ，（２ｊ－１））に書き込み、映
像信号Ｏ１ｉｏ（２ｊ）Ｈを画素（ｉｏ，２ｊ）に書き込むと共に、映像信号Ｅ１ｉｅ（
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２ｊ－１）Ｈを画素（ｉｅ，（２ｊ－１））に書き込み、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）Ｌを
画素（ｉｅ，（２ｊ））に書き込む。
【００４１】
１番目の偶数フレームｆ２の画像が表示されたら、次に、２番目の奇数フレームｆ３用の
映像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ－１）に対して本来の階調より輝度を上げた映像信号ｏ２ｉｏ（
２ｊ－１）Ｈを生成し、映像信号ｏ２ｉｏ（２ｊ）に対して本来の階調より輝度を下げた
映像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ）Ｌを生成する。それと共に、１番目の偶数フレームｆ２用の映
像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ－１）に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｅ１ｉｅ（２
ｊ－１）Ｌを生成し、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）に対して本来の階調より輝度を上げた映
像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）Ｈを生成する。
【００４２】
そして、映像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ－１）Ｈを画素（ｉｏ，（２ｊ－１））に書き込み、映
像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ）Ｌを画素（ｉｏ，２ｊ）に書き込むと共に、映像信号Ｅ１ｉｅ（
２ｊ－１）Ｌを画素（ｉｅ，（２ｊ－１））に書き込み、映像信号Ｅ１ｉｅ（２ｊ）Ｈを
画素（ｉｅ，（２ｊ））に書き込む。
【００４３】
２番目の奇数フレームｆ３の画像が表示されたら、次に、２番目の偶数フレームｆ４用の
映像信号Ｅ２ｉｅ（２ｊ－１）に対して本来の階調より輝度を上げた映像信号Ｅ２ｉｅ（
２ｊ－１）Ｈを生成し、映像信号Ｅ２ｉｅ（２ｊ）に対して本来の階調より輝度を下げた
映像信号Ｅ２ｉｅ（２ｊ）Ｌを生成する。それと共に、２番目の奇数フレームｆ３用の映
像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ－１）に対して本来の階調より輝度を下げた映像信号Ｏ２ｉｏ（２
ｊ－１）Ｌを生成し、映像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ）に対して本来の階調より輝度を上げた映
像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ）Ｈを生成する。
【００４４】
そして、映像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ－１）Ｌを画素（ｉｏ，（２ｊ－１））に書き込み、映
像信号Ｏ２ｉｏ（２ｊ）Ｈを画素（ｉｏ，２ｊ）に書き込むと共に、映像信号Ｅ２ｉｅ（
２ｊ－１）Ｈを画素（ｉｅ，（２ｊ－１））に書き込み、映像信号Ｅ２ｉｅ（２ｊ）Ｌを
画素（ｉｅ，（２ｊ））に書き込む。
【００４５】
当該書き込み動作では奇数ラインには奇数ライン用の映像信号Ｏｋｉｏｊが書き込まれ、
偶数ラインには偶数ライン用の映像信号Ｅｋｉｅｊが書き込まれる。
例えば、画素２に着目すると２フレームにまたがって本来の輝度より輝度を上げる映像信
号Ｏ１１４Ｈと輝度を下げる映像信号Ｏ１１４Ｌが書き込まれている。
また、奇数ラインは奇数ライン用の映像信号Ｏ１ｉｏｊが送られてきた奇数フレームｆ１
から書き込み動作を開始し、偶数ラインは偶数ライン用の映像信号Ｅ１ｉｅｊが送られて
きた偶数フレームｆ２から書き込み動作を開始するので、奇数ラインの書き込みと偶数ラ
インの書き込みとでは位相が１フレームずれることになる。なお、画面全体でみると各画
素に書き込まれる映像信号の輝度は本来の輝度より輝度を上げた画素と下げた画素とが縦
横交互（市松模様）に並ぶことになる。
【００４６】
［第１乃至第４の駆動方法の効果］
図２で説明した第１の駆動方法を用いると映像信号は捨てられるものが全く存在しない。
さらに本来の階調より輝度を上げた画素と下げた画素とがライン毎に交互に並ぶのでフリ
ッカが生じることはない。図２に示すように、奇数ラインには奇数ライン用映像信号Ｏｋ
ｉｏの本来の階調より輝度を上げた（又は下げた）映像信号ＯｋｉｏＨ（又はＯｋｉｏＬ
）が必ず書き込まれ、偶数ラインには偶数ライン用映像信号Ｅｋｉｅの本来の階調より輝
度を下げた（又は上げた）映像信号ＥｋｉｅＬ（又はＥｋｉｅＨ）が必ず書き込まれる。
この場合には、表示画面の中心となる輝度を上げた表示は本来書き込まれる画素に書き込
まれることになって解像度の低下は最低限に抑えられることになる。さらに、図３で説明
した第２の駆動方法のように、画面全体で本来の階調より輝度を上げた画素と下げた画素
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とを縦横交互に並べることも可能である。当該表示における輝度の高低は市松模様となっ
てフリッカは視認されず、さらに横筋のような特殊な表示不良を防止することができる。
【００４７】
図２及び図３で説明した第２及び第２の駆動方法では映像信号自体は捨てられていないも
のの、奇数ラインに書かれるべき情報が偶数ラインにも書かれるので画像の精細度が落ち
る可能性を有している。
【００４８】
図４で説明した第３の駆動方法を用いると、映像信号は全く捨てられず且つ奇数ライン用
の映像信号Ｏｋｉｏは必ず奇数ラインに表示され、偶数ライン用の映像信号Ｅｋｉｅは必
ず偶数ラインに表示されることになって解像度の低下が生じない。さらに、本来の輝度よ
り輝度を上げた画素と下げた画素とがライン毎に交互に表示されるのでフリッカは生じな
い。また、１つのラインに限って見ると時間的に輝度を上げた画素と下げた画素とが交互
に表示されるので違和感のない表示となる。
【００４９】
図５で説明した第４の駆動方法では画面全体で本来の輝度より輝度を上げた画素と下げた
画素とを縦横交互に並べることが可能である。当該表示における輝度の高低は市松模様と
なってフリッカは視認されず、さらに横筋のような特殊な表示不良を防止することができ
、より一層高品位な表示画面となる。
【００５０】
［第１の駆動方法の実施例］
図６に第１の駆動方法における１フレームの画像表示動作のフローチャートを示す。まず
、液晶表示装置に入力された信号形式がインターレース方式かノンインターレース方式か
を判断する（ステップＳ１）。信号形式がノンインターレース方式の場合は別メニューで
信号処理を行う（ステップＳ２）。なお、ステップＳ２に関しては説明を省略する。信号
形式がインターレース方式の場合は画素毎に階調変換テーブルを参照して本来の輝度より
輝度を上げる際の変換後の映像信号（以下、「高輝度側映像信号」という）及び輝度を下
げる際の変換後の映像信号（以下、「低輝度側映像信号」という）を作成し、当該作成し
たそれぞれの映像信号をラインメモリに格納する（ステップＳ３）。
【００５１】
次に奇数フレームか偶数フレームかの判断を行う（ステップＳ４）。奇数フレームと判断
された場合は奇数ラインに高輝度側映像信号を書き込む（ステップＳ５）。次に、偶数ラ
インに低輝度側映像信号を書き込む（ステップＳ６）。一方、ステップＳ４で偶数フレー
ムと判断した場合は、奇数ラインに低輝度側映像信号を書き込み（ステップＳ７）、次い
で、偶数ラインに高輝度側映像信号を書き込む（ステップＳ８）。書き込まれた映像信号
に基づいて液晶表示装置に画像が表示されて（ステップＳ９）、１フレームの画像表示が
終了する。なお、次のフレームの表示動作はステップＳ３から繰り返し行われる。
【００５２】
当該動作によって奇数ラインには奇数ラインの高輝度側映像信号が書き込まれ、偶数ライ
ンには偶数ラインの高輝度側映像信号が書き込まれる。人間の目には高輝度側映像信号が
解像度を決める要素として強く認識されるので、解像度の低下が最低限に抑えられる。な
お、奇数フレーム及び偶数フレームで書き込む高輝度側及び低輝度側映像信号の組み合わ
せを変えてもよい。また、当該組み合わせをフレーム毎に変化させてももちろんよい。
【００５３】
［第２の駆動方法の実施例］
図７に第２の駆動方法における１フレームの画像表示動作のフローチャートを示す。まず
、液晶表示装置に入力された信号形式がインターレース方式かノンインターレース方式か
を判断する（ステップＳ１１）。信号形式がノンインターレース方式の場合は別メニュー
で信号処理を行う（ステップＳ１２）。なお、ステップＳ１２に関しては説明を省略する
。信号形式がインターレース方式の場合は画素毎に階調変換テーブルを参照して高輝度側
映像信号及び低輝度側映像信号を作成し、当該作成したそれぞれの映像信号をラインメモ
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リに格納する（ステップＳ１３）。
【００５４】
次に奇数フレームか偶数フレームかの判断を行う（ステップＳ１４）。奇数フレームと判
断した場合は奇数ラインの赤、緑、青（ＲＧＢ）を一組とした各画素に高輝度側映像信号
と低輝度側映像信号を交互に書き込んでいく（ステップＳ１５）。ステップＳ１５におい
て各奇数ラインのそれぞれの書き始めの画素には高輝度側映像信号を書き込む。次いで、
偶数ラインのＲＧＢを一組とした各画素に奇数ライン用の低階調側映像信号及び高輝度側
映像信号を交互に書き込んでいく（ステップＳ１６）。ステップＳ１６において、各偶数
ラインのそれぞれの書き始めの画素には低輝度側映像信号を書き込む。
【００５５】
一方、偶数フレームと判断した場合は奇数ラインのＲＧＢを一組とした各画素に偶数ライ
ン用の低輝度側映像信号及び高輝度側映像信号を交互に書き込んでいく（ステップＳ１７
）。ステップＳ１７において、各奇数ラインのそれぞれの書き始めの画素には低輝度側映
像信号を書き込む。次に、偶数ラインのＲＧＢを一組とした各画素に高輝度側映像信号と
低輝度側映像信号を交互に書き込んでいく（ステップＳ１８）。ステップＳ１８において
各偶数ラインのそれぞれの書き始めの画素には高輝度側映像信号を書き込む。書き込まれ
た映像信号に基づいて液晶表示装置に画像が表示されて（ステップＳ１９）、１フレーム
の画像表示が終了する。なお、次のフレームの表示動作はステップＳ１３から繰り返し行
われる。
【００５６】
当該動作によって表示画面内で高輝度側映像信号と低輝度側映像信号とが上下左右に隣接
する画素同士で交互に表示される。さらに各画素にはフレーム毎に高輝度側映像信号と低
輝度側映像信号とが交互に表示される。従って、各画素は空間と時間の双方で高輝度側及
び低輝度側映像信号を交互に表示することになる。
奇数フレームでは奇数ライン用の映像信号が所定の画素で表示されるので空間的及び時間
的なずれが全くない。しかし偶数ラインに奇数ライン用の映像信号が表示されるので解像
度は劣化することになる。なお、奇数フレーム及び偶数フレームで書き込む高輝度側及び
低輝度側映像信号の組み合わせを変えてもよい。また、当該組み合わせをフレーム毎に変
化させてももちろんよい。
【００５７】
［第３の駆動方法の実施例］
図８に第３の駆動方法における１フレームの画像表示動作のフローチャートを示す。まず
、液晶表示装置に入力された信号形式がインターレース方式かノンインターレース方式か
を判断する（ステップＳ２１）。信号形式がノンインターレース方式の場合は別メニュー
で信号処理を行う（ステップＳ２２）。なお、ステップＳ２２に関しては説明を省略する
。信号形式がインターレース方式の場合は画素毎に階調変換テーブルを参照して高輝度側
映像信号及び低輝度側映像信号を作成する（ステップＳ２３）。
【００５８】
次に奇数フレームか偶数フレームかの判断を行う（ステップＳ２４）。奇数フレームと判
断した場合はステップＳ２３で作成した高輝度側及び低輝度側映像信号をフレームメモリ
Ｏｄｄに格納する（ステップＳ２５）。次いで、当該フレームメモリＯｄｄに格納した高
輝度側映像信号を奇数ラインに書き込む（ステップＳ２６）。次いで、フレームメモリＥ
ｖｅｎに格納されている低輝度側映像信号を偶数ラインに書き込む（ステップＳ２７）。
このときフレームメモリＥｖｅｎには当該奇数フレームの１フレーム前の偶数フレームで
作成された高輝度側及び低輝度側映像信号が格納されている。
【００５９】
一方、偶数フレームと判断した場合はステップＳ２３で作成した高輝度側及び低輝度側映
像信号をフレームメモリＥｖｅｎに格納する（ステップＳ２８）。次いで、フレームメモ
リＯｄｄに格納されている低輝度側映像信号を奇数ラインに書き込む（ステップＳ２９）
。このときフレームメモリＯｄｄには当該偶数フレームの１フレーム前の奇数フレームで
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作成された高輝度側及び低輝度側映像信号が格納されている。次いで、当該フレームメモ
リＥｖｅｎに格納した高輝度側映像信号を偶数ラインに書き込む（ステップＳ３０）。書
き込まれた映像信号に基づいて液晶表示装置に画像が表示されて（ステップＳ３１）、１
フレームの画像表示が終了する。なお、次のフレームの表示動作はステップＳ２３から繰
り返し行われる。
【００６０】
図８の説明では、当該奇数（又は偶数）フレームは高輝度側映像信号を奇数ライン（又は
偶数ライン）に書き込んで、当該奇数（又は偶数）フレームの１フレーム前の偶数（又は
奇数）フレームの低輝度側映像信号を偶数ライン（又は奇数ライン）に書き込んで画像表
示を行っている。しかし、当該奇数（又は偶数）フレームで低輝度側映像信号を奇数ライ
ン（又は偶数ライン）に書き込み、当該奇数（又は偶数）フレームの１フレーム前の偶数
（又は奇数）フレームの高輝度側映像信号を偶数ライン（又は奇数ライン）に書き込んで
画像表示を行ってもよい。偶数ライン奇数ラインについての記述も入れ替えることが可能
である。また、フレーム毎に書き込み方法の組み合わせを変更してももちろんよい。
【００６１】
［第４の駆動方法の実施例］
図９に第４の駆動方法における１フレームの画像表示動作のフローチャートを示す。まず
、液晶表示装置に入力された信号形式がインターレース方式かノンインターレース方式か
を判断する（ステップＳ４１）。信号形式がノンインターレース方式の場合は別メニュー
で信号処理を行う（ステップＳ４２）。なお、ステップＳ４２に関しては説明を省略する
。信号形式がインターレース方式の場合は画素毎に階調変換テーブルを参照して高輝度側
映像信号及び低輝度側映像信号を作成する（ステップＳ４３）。
【００６２】
次に奇数フレームか偶数フレームかの判断を行う（ステップＳ４４）。奇数フレームと判
断した場合はステップＳ４３で作成した高輝度側及び低輝度側映像信号をフレームメモリ
Ｏｄｄに格納する（ステップＳ４５）。次いで、当該フレームメモリＯｄｄに格納した高
輝度側映像信号を奇数ラインに書き込む。このとき奇数ラインのＲＧＢを一組とした各画
素に高輝度側映像信号と低輝度側映像信号とを交互に書き込んでいく（ステップＳ４６）
。ステップＳ４６において各奇数ラインのそれぞれの書き始めの画素には高輝度側映像信
号を書き込む。次いで、フレームメモリＥｖｅｎに格納されている高輝度側及び低輝度側
映像信号を偶数ラインに書き込む。このとき偶数ラインのＲＧＢを一組とした各画素に低
輝度側映像信号及び高輝度側映像信号を交互に書き込んでいく（ステップＳ４７）。ステ
ップＳ４７において、各偶数ラインのそれぞれの書き始めの画素には低輝度側映像信号を
書き込む。なお、フレームメモリＥｖｅｎには当該奇数フレームの１フレーム前の偶数フ
レームで作成された高輝度側及び低輝度側映像信号が格納されている。
【００６３】
一方、偶数フレームと判断した場合はステップＳ４３で作成した高輝度側及び低輝度側映
像信号をフレームメモリＥｖｅｎに格納する（ステップＳ４８）。次いで、フレームメモ
リＯｄｄに格納されている低輝度側映像信号を奇数ラインに書き込む。このとき奇数ライ
ンのＲＧＢを一組とした各画素に低輝度側映像信号と高輝度側映像信号を交互に書き込ん
でいく（ステップＳ４９）。ステップＳ４９において各奇数ラインのそれぞれの書き始め
の画素には低輝度側映像信号を書き込む。なお、フレームメモリＯｄｄには当該奇数フレ
ームの１フレーム前の奇数フレームで作成された高輝度側及び低輝度側映像信号が格納さ
れている。次いで、フレームメモリＥｖｅｎに格納されている高輝度側及び低輝度側映像
信号を偶数ラインに書き込む。このとき偶数ラインのＲＧＢを一組とした各画素に高輝度
側映像信号及び低輝度側映像信号を交互に書き込んでいく（ステップＳ５０）。ステップ
Ｓ５０において、各偶数ラインのそれぞれの書き始めの画素には高輝度側映像信号を書き
込む。書き込まれた映像信号に基づいて液晶表示装置に画像が表示されて（ステップＳ５
１）、１フレームの画像表示が終了する。なお、次のフレームの表示動作はステップＳ４
３から繰り返し行われる。
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【００６４】
図９の説明において、各画素はＲＧＢを一組としているがこれに限定されることはなく、
Ｒ、Ｇ、Ｂ毎に高輝度側及び低輝度側映像信号を交互に表示してもよい。また、各ライン
の書き始めを高輝度側映像信号にするか低輝度側映像信号にするかについては、上下左右
に隣接する画素同士で異なるようになっていれば上記記載にとらわれることはない。偶数
ライン奇数ラインについての記述も入れ替えることが可能である。また、フレーム毎に書
き込み方法の組み合わせを変更してももちろんよい。
【００６５】
ところで、上記実施例では入力映像信号と表示画面の解像度が同じときの駆動方法につい
て説明した。ここでは入力映像信号と表示画面との解像度が異なるときの画像表示方法に
ついて説明する。図１０は入力映像信号と表示画面の解像度が異なるときのＨＴ駆動を用
いた画像表示方法について説明する図である。なお、以下では画面は入力映像信号に対し
て縦横ともに倍の解像度を有している場合を例に説明する。図１０（ａ）は１画素分の入
力映像信号１３の概念図である。
当該１画素の入力映像信号１３は表示画面の４つの画素に書き込まれることになる。そこ
で、図１０（ｂ）に示すように高輝度側映像信号１４と低輝度側映像信号１５を相隣る画
素の輝度が異なるように書き込む。このとき奇数フレームの画素１６と偶数フレームの画
素１７では高輝度側映像信号１４と低輝度側映像信号１５の書き込み画素を逆転させる。
従って、高輝度側映像信号１４と低輝度側映像信号１５とは空間的且つ時間的に交互に表
示されることになる。
【００６６】
図１０（ｃ）、（ｄ）は当該画像表示方法をＲＧＢの画素に対して行った例を示している
。ＲＧＢを一組とする入力映像信号１８は表示画面の４つの画素に書き込まれることにな
る。図１０（ｄ）に示すように、高輝度側映像信号１９と低輝度側映像信号２０はＲＧＢ
の各画素毎に交互に書き込まれ、且つ相隣る画素の輝度が異なるようにする。さらに、奇
数フレームの画素２１と偶数フレームの画素２２では高輝度側映像信号１９と低輝度側映
像信号２０の書き込み画素を逆転させる。従って、高輝度側映像信号１９と低輝度側映像
信号２０とは空間的且つ時間的に交互に表示されることになる。これによりちらつきのな
い自然で白っちゃけのない画像を表示することが可能となる。
【００６７】
以上説明したように、本実施の形態によれば、インターレース方式の映像信号が入力され
た場合でも広視野角で色再現性に優れた画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置を実
現できる。
【００６８】
〔第２の実施の形態〕
本発明の第２の実施の形態による画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置並びに液晶
表示装置の駆動方法について図１１乃至図２４を用いて説明する。　近年、液晶表示装置
は省エネルギー化や省スペース化の要望を請けてノートパソコンやデスクトップパソコン
用モニタ及び液晶テレビ等に多用されており、液晶表示装置の市場用途は拡大し続けてい
る。このような状況下において液晶表示装置にはより一層高品位な表示特性が要求されて
いる。表示特性の改善は液晶の材料特性、表示素子構造及び駆動方式等で試みられている
。液晶表示装置の表示特性を劣化させる要因の１つに視角特性が悪いことが挙げられる。
【００６９】
視角特性は材料特性や表示デバイス構造を改善することで向上が図られてきている。また
、画像信号処理による視角特性の改善方法として、視覚特性の悪い部分を使わない２値を
使った駆動ハーフトーン（ＨＴ）技術による画像処理方法が用いられている。ところが、
当該画像処理方法では２値が固定表示されてしまうので画像のざらつきが使用者に知覚さ
れてしまうという欠点を有している。そこで、本実施の形態では、広視野角で色再現性に
優れざらつき感が極めて少ない画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置並びに液晶表
示装置の駆動方法を提供する。
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【００７０】
図１１は、本実施の形態による液晶表示装置２３を機能ブロック図で示している。デスク
トップパソコン等のシステム装置２４は液晶駆動タイミングを規定する制御信号と映像信
号を液晶表示装置２３に出力する。システム装置２４から入力された映像信号は、液晶表
示装置２３の駆動回路の構成要素の１つである映像信号変換用ＡＳＩＣ２６に出力される
。ＡＳＩＣ２６は入力映像信号の階調を認識する画像判定部２７と、表示画像のＨＴレベ
ルの拡散パターンを生成するＨＴマスク生成部２８と、入力映像信号をＨＴ処理するＨＴ
演算部２９とを有している。
【００７１】
また、システム装置２４から出力された制御信号は液晶表示装置２３の駆動回路の構成要
素の１つである液晶表示コントローラ部３０に出力される。さらに液晶表示コントローラ
部３０にはＡＳＩＣ２６から出力された画像変換後の映像信号が入力される。液晶表示コ
ントローラ部３０では液晶パネルを駆動するソースドライバＩＣ３１及びゲートドライバ
ＩＣ３２を制御する制御信号を生成して所定のタイミングで当該制御信号をソースドライ
バＩＣ３１及びゲートドライバＩＣ３２に出力する。さらに液晶表示コントローラ部３０
は所定のタイミングで映像信号をソースドライバＩＣ３１に出力する。
【００７２】
ソースドライバＩＣ３１は受信した映像信号をアナログ映像信号に変換し、所定のタイミ
ングで液晶パネル３３内の不図示の画素に当該アナログ映像信号を出力する。ゲートドラ
イバＩＣ３１は液晶パネル３３内の不図示のＴＦＴを走査して当該ＴＦＴのオン／オフを
制御する。液晶パネル３３は画素に蓄積されたアナログ映像信号に基づいて透過光を制御
し画像を表示する。
【００７３】
次に、ＡＳＩＣ２６で行われる画像変換処理の動作について説明する。ＡＳＩＣ２６内の
画像判定部２７は、入力された映像信号の階調を認識して当該映像信号に適したＨＴ処理
方法を選択し、選択信号をＨＴマスク生成部２８に出力する。ＨＴマスク生成部２８は、
入力された選択信号に基づいて、ＨＴ処理を施す映像信号の所定表示面積内での高輝度側
ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルの分布パターン（以下、ＨＴマスクパターンと
いう）をフレーム毎に決めてＨＴ演算部２９に出力する。ＨＴ演算部２９は、ＨＴマスク
生成部２８でフレーム毎に決められたＨＴマスクパターンに基づいて、画像判定部２７か
ら入力された入力映像信号に高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルを付与す
る。本実施形態によるＨＴ処理で画像変換された階調信号は液晶コントローラ３０からソ
ースドライバＩＣ３１に順次送出され、液晶パネル３３にはＨＴ処理された画像が表示さ
れる。この結果、視角特性が改善されると共に、ＨＴマスクパターンがフレーム毎に変化
する時間的な拡散効果により、従来駆動で視認されるざらつき感を大幅に減らすことがで
きる。
【００７４】
以下、実施例を用いて具体的に説明する。
［実施例１］
本実施の形態による実施例１について図１１及び図１２を用いて説明する。図１１に示す
ＡＳＩＣ２６のＨＴマスク生成部２８には、画像判定部２７からの選択信号に基づいて選
択される複数種類のＨＴマスクパターンが予め格納されている。また、ＨＴ演算部２９に
は、高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルを選択するルックアップテーブル
形式の複数の階調変換テ－ブルが格納されている。あるいは、変換テーブルに代えて、高
輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルを近似式に基づいて導出するために近似
式の係数を複数格納している。このような構成により、入力映像信号の階調分布に基づい
て、ＨＴマスク生成部２８に格納されたＨＴマスクパターンと、ＨＴ演算部２９に格納さ
れた高輝度側ＨＴ駆動レベル及び低輝度側ＨＴ駆動レベルのパターンとの組み合わせを切
り替えて最適なＨＴ処理を行うことができる。
【００７５】
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図１２は、ＨＴ演算部２９に格納された階調変換テーブル又は近似式の係数の概念の一例
を示している。図１２に示すグラフは横軸にシステム側から画像判定部２７に入力する入
力階調（全６４階調を例示している）を表している。縦軸はＨＴ演算部２９での演算結果
の出力階調（全６４階調を例示している）を表している。図１２では、高輝度側ＨＴ駆動
レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルの２分割レベルのＨＴ処理を例示するが、高輝度側ＨＴ
駆動レベルから低輝度側ＨＴ駆動レベルまでが３分割以上の多分割レベルであってももち
ろんよい。図１２中実線で示す直線ＣはＨＴ処理を行わない場合に使用する変換特性であ
って切片が０で勾配が１の直線となる。破線で示す曲線Ａは高輝度側ＨＴ階調の変換特性
を示し、一点鎖線で示す曲線Ｂは低輝度側ＨＴ階調の変換特性を示している。図１２に示
すように、ある入力階調に対して曲線Ａ及びＢに基づき高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度
側ＨＴ駆動レベルの２つの出力階調が得られる。なお、高輝度側ＨＴ駆動レベルに変換す
る画素数と低輝度側ＨＴ駆動レベルに変換する画素数との比（面積比）に応じて曲線Ａ及
び曲線Ｂの形状は異なってくる。本実施例による画像表示方法を用いることにより表示画
像によらず高品位な表示特性が得られる。
【００７６】
［実施例２］
次に本実施の形態による実施例２について図１１を参照しつつ図１３を用いて説明する。
図１３は、本実施例によるＨＴ駆動におけるＨＴマスクパターンと液晶パネル３３の液晶
の光学応答特性とを示している。図１３（ａ）はフレーム毎に変化するＨＴマスクパター
ンを示している。図１３（ａ）に示すように、ＨＴマスクパターンは２×２のマトリクス
状に配列され、対角要素同士が同じ輝度レベルになる４画素群３４で構成されている。Ｈ
Ｔ分割数は２であり、高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルの面積比は１：
１である。
【００７７】
第ｎフレームのＨＴマスクパターンは、図中左上の画素３４ａとその対角要素（右下）の
画素３４ｄ同士が高輝度側ＨＴ駆動レベルとなり、図中右上の画素３４ｂとその対角要素
（左下）の画素３４ｃ同士が低輝度側ＨＴ駆動レベルとなっている。次フレームの第ｎ＋
１フレームのＨＴマスクパターンは、第ｎフレームのＨＴマスクパターンとは逆に、図中
左上の画素３４ａとその対角要素（右下）の画素３４ｄ同士が低輝度側ＨＴ駆動レベルと
なり、図中右上の画素３４ｂとその対角要素（左下）の画素３４ｃ同士が高輝度側ＨＴ駆
動レベルとなる。以下、同様にして、第ｎフレームのＨＴマスクパターンと第ｎ＋１フレ
ームのＨＴマスクパターンとが交互に使用される。なお、図１３（ａ）中のＨＴマスクパ
ターンの各画素領域内に表示された＋（プラス）は、当該画素の液晶が正極性で駆動され
ることを意味し、－（マイナス）は、当該画素の液晶が逆極性で駆動されることを意味し
ている。これ以降の図に示すＨＴマスクパターン内の±表示も同様である。
【００７８】
図１３（ｂ）は本実施例のＨＴ処理における液晶パネル３３の光学応答特性を示している
。横軸は左から右にフレーム順位を表し、縦軸は液晶の透過率を表している。図中実線で
表した曲線Ａは画素３４ａ、３４ｄの液晶の光学応答特性を示し、破線で表した曲線Ｂは
画素３４ｂ、３４ｃの液晶の光学応答特性を示している。画素３４ａ、３４ｄと画素３４
ｂ、３４ｃは空間的だけでなく時間的にもＨＴ処理が施されており両者の光学応答は１フ
レームずれている。このため、画面全体を遠視的に見た場合、曲線Ａと曲線Ｂで交互に表
示される高輝度部及び低輝度部が相殺し合うため光学応答の低周波成分を低減させること
ができる。従って、たとえば市松模様のような特殊な画像でない限りフリッカを十分に低
減させた高品位な表示特性が得られる。なお、１画素について高輝度特性と低輝度特性の
繰り返し周期は１：１である必要はなく任意であり、例えば高輝度側特性の表示期間と低
輝度側特性の表示期間を１：３に設定してもよい。
【００７９】
［実施例３］
次に、本実施の形態による実施例３について図１４を用いて説明する。図１４は、本実施
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例によるＨＴ駆動におけるＨＴマスクパターンと各画素への階調データの書き込み時の極
性との関係を示している。図１４（ａ）は、フレーム毎に変化するＨＴマスクパターンを
示しており、図１３（ａ）に示すＨＴマスクパターンと同じである。このＨＴマスクパタ
ーンをデータ書き込み極性の点から見てみると、第ｎフレームでは高輝度側ＨＴ駆動レベ
ルの画素３４ａ及び画素３４ｄのデータ書き込み極性は「＋」で、低輝度側ＨＴ駆動レベ
ルの画素３４ｂ及び画素３４ｃのデータ書き込み極性は「－」となっている。同様に他の
フレームにおいても、高輝度側ＨＴ駆動レベルの画素同士は同じ極性で駆動され、低輝度
側ＨＴ駆動レベルの画素同士は高輝度側ＨＴ駆動レベルの画素同士とは逆の同じ極性で駆
動される。このように図１４（ａ）に示すＨＴマスクパターン及び極性切り替え方法では
、高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルとに関し駆動極性の分布に偏りが生
じてしまい、フリッカが生じ易くなる。
【００８０】
そこで、図１４（ｂ）、（ｃ）に示すように、高輝度側ＨＴ駆動レベル及び低輝度側ＨＴ
駆動レベルに関し駆動極性の分布がフレーム内で均一になるようにＨＴマスクパターン及
び駆動極性を制御する。図１４（ｂ）に示す構成は、ＨＴマスクパターンは図１４（ａ）
に示すのと同様であるが、駆動極性をＨＶ（Ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ－Ｖｅｒｔｉｃａｌ）
反転駆動からＶ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ）反転駆動もしくは２ｎＨＶ反転駆動（ｎは整数）に
変更した点に特徴を有している。
これにより、第ｎフレームでは高輝度側ＨＴ駆動レベルの画素３４ａと画素３４ｄでは「
＋」及び［－」の双方のデータ書き込み極性が存在し、低輝度側ＨＴ駆動レベルの画素３
４ｂと画素３４ｃでも「＋」及び［－」の双方のデータ書き込み極性が存在するようにな
る。同様に他のフレームにおいても、高輝度側ＨＴ駆動レベルの画素同士が異なる極性で
駆動され、低輝度側ＨＴ駆動レベルの画素同士も異なる極性で駆動される。このように本
実施例によれば、各フレームにおけるＨＴマスクパターンと駆動極性との組み合わせは４
画素群３４の各画素で全て異なり、ＨＴマスクパターンと駆動極性との分布を均一にする
ことができる。なお、本実施例では２フレーム毎にＶ反転駆動を行っている。液晶パネル
３３を本方法で駆動すると、画面全体を遠視的に見た場合、高輝度部及び低輝度部が相殺
し合うため光学応答の低周波成分を低減させることができ、さらに市松模様のような特殊
な画像においてもフリッカの発生を抑制して表示特性を向上させることができる。
【００８１】
図１４（ｃ）は、ＨＴマスクパターンと駆動極性との分布を均一にするための別の方法を
示している。図１４（ｃ）に示す構成は、駆動極性は図１４（ａ）に示すのと同様である
が、ＨＴマスクパターンを変更した点に特徴を有している。
本例における第ｎフレームのＨＴマスクパターンは、画素３４ａとその下方に隣接する画
素３４ｃ同士が高輝度側ＨＴ駆動レベルとなり、画素３４ｂとその下方に隣接する画素３
４ｄ同士が低輝度側ＨＴ駆動レベルとなっている。次フレームの第ｎ＋１フレームのＨＴ
マスクパターンは、第ｎフレームのＨＴマスクパターンとは逆に、画素３４ａと画素３４
ｃ同士が低輝度側ＨＴ駆動レベルとなり、画素３４ｂと画素３４ｄ同士が高輝度側ＨＴ駆
動レベルとなる。以下、同様にして、第ｎフレームのＨＴマスクパターンと第ｎ＋１フレ
ームのＨＴマスクパターンとが交互に使用される。
【００８２】
これにより、第ｎフレームでは高輝度側ＨＴ駆動レベルの画素３４ａと画素３４ｄでは「
＋」及び［－」の双方のデータ書き込み極性が存在し、低輝度側ＨＴ駆動レベルの画素３
４ｂと画素３４ｃでも「＋」及び［－」の双方のデータ書き込み極性が存在するようにな
る。同様に他のフレームにおいても、高輝度側ＨＴ駆動レベルの画素同士が異なる極性で
駆動され、低輝度側ＨＴ駆動レベルの画素同士も異なる極性で駆動される。このように本
実施例によれば、各フレームにおけるＨＴマスクパターンと駆動極性との組み合わせは４
画素群３４の各画素で全て異なり、ＨＴマスクパターンと駆動極性との分布を均一にする
ことができる。
このように、駆動極性を変えずにＨＴマスクパターンを変更してＨＴマスクパターンと駆
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動極性との分布を均一にすることもできる。本方法によっても上記と同様の表示特性の向
上を得ることができる。
【００８３】
［実施例４］
次に本実施の形態による実施例４について図１５を用いて説明する。図１５は、本実施例
による画像パターンとＨＴ駆動におけるＨＴマスクパターン及び液晶パネル３３の液晶の
光学応答特性とを示している。図１５（ａ）はＨＴ処理を行っていない画像パターンを示
しており所定の中間調表示と黒表示との市松模様になっている。例えば、画素３４ａ、３
４ｄは中間調表示になっており、画素３４ｂ、３４ｃは黒表示になっている。図１５（ｂ
）は当該画像パターンに図４（ａ）のＨＴマスクパターンを適用した状態を示している。
図１５（ｂ）に示すように、中間調表示の画素３４ａと３４ｄは共に高輝度側ＨＴ駆動レ
ベルか低輝度側ＨＴ駆動レベルの一方に偏っている。この結果、図１５（ｄ）に示す画素
３４ａ、３４ｄの液晶の光学応答特性が実線で示す曲線Ａ又は破線で示す曲線Ｂのいずれ
か一方に偏ってしまうためフリッカが視認される可能性がある。
【００８４】
そこで本実施例では、図１５（ｂ）に示すようなＨＴ処理を施すとフレーム間で輝度差が
大きくなってしまうＨＴマスク不適合パターンをＡＳＩＣ２６内の画像判定部２７で検出
するようにして、ＨＴマスク生成部２８に格納されている複数のＨＴマスクパターンから
フレーム間の輝度差が小さくなるＨＴマスクパターンを選択してＨＴ処理を行うようにす
る。図１５（ｃ）は、フレーム間の輝度差が小さくなるようにＨＴ処理された４画素群３
４を示している。図１５（ｃ）に示すように、第ｎフレームのＨＴマスクパターンでは画
素３４ａは高輝度側ＨＴ駆動レベルになり画素３４ｄは低輝度側ＨＴ駆動レベルになる。
この場合、画素３４ａの光学応答特性は図１５（ｄ）の曲線Ａになり、画素３４ｂは図１
５（ｄ）の曲線Ｂになるので、画面全体を遠視的に見た場合、曲線Ａと曲線Ｂで交互に表
示される高輝度部及び低輝度部が相殺し合うため光学応答の低周波成分を低減させること
ができる。また、第ｎ＋１フレームでは画素３４ａは低輝度側ＨＴ駆動レベルになってお
り、画素３４ｄは高輝度側ＨＴ駆動レベルになっているので、第ｎフレームと同様の効果
を得ることができる。以下、同様にして、第ｎフレームのＨＴマスクパターンと第ｎ＋１
フレームのＨＴマスクパターンとを交互に使用することで、空間的及び時間的にＨＴ処理
が施されフリッカを十分に低減させた高品位な表示特性が得られる。
【００８５】
なお、高輝度側ＨＴ駆動レベル及び低輝度側ＨＴ駆動レベルと駆動極性との関係で生じる
フレーム内の光学応答特性の偏りの識別やＨＴマスクパターンの切り換え等のＨＴ処理は
複数画素をブロック単位又は画像の任意領域で行ってもよい。また、ＨＴマスク不適合パ
ターンは各ＨＴマスクパターン固有に存在するが、複数のＨＴマスクを予め備えておき入
力映像信号毎にＨＴマスクパターンを切り替えるようにすれば、ほとんどの画像パターン
においてフリッカの発生を防止することができる。
【００８６】
［実施例５］
次に、本実施の形態による実施例５について説明する。本実施例ではＨＴ処理によりフリ
ッカ及びＨＴマスクパターンによる輝線の移動（ムービング現象）が視認されることを防
止するために、静止画像においてはフレームバッファを用いてフレーム周波数を上げて駆
動するようにした点に特徴を有している。あるいは入力映像信号にＨＴ処理を施さずに駆
動するようにしてもよい。一方、動画像においては入力映像信号がフレーム周波数の整数
倍でないと画像が不連続に感じられるのでフレーム周波数の整数倍でＨＴ処理を行うよう
にする。静止画像と動画像とのモード変更はＡＳＩＣ２６に画像認識回路を備えて当該画
像認識回路で制御してもよいし、外部の切り替え信号で制御してももちろんよい。このよ
うにフレーム周波数を上げて駆動するとフリッカ及びムービング現象による表示不良が低
減され、高品位な表示特性が得られる。
【００８７】
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［実施例６］
次に、本実施の形態による実施例６について説明する。本実施例ではＲ（赤）、Ｇ（緑）
、Ｂ（青）の各画素単位あるいは３画素一括でＨＴ処理を行う点に特徴を有している。表
示画像のＲＧＢ毎に階調レベルの高低の関係やばらつきを認識して当該階調レベルの組み
合わせに適したＨＴ処理をＲＧＢ一括に又はＲＧＢ毎に施す。あるいは、輪郭抽出された
領域を含む所定領域の画像信号をＲＧＢ毎にヒストグラムを取得して、当該ヒストグラム
の分布に応じてＲＧＢ一括に又はＲＧＢ毎にそれぞれ異なるＨＴ処理行う。このようにＲ
ＧＢ毎にＨＴ処理を施すと色再現性に優れた高品位な表示特性を得ることができる。
【００８８】
［実施例７］
次に、本実施の形態による実施例７について図１６を用いて説明する。本実施例は使用環
境に適したＨＴ処理を行う点に特徴を有している。本実施例の液晶表示装置３５は液晶表
示装置２３に対してさらに温度センサ部３６、ＲＯＭ（又はＲＡＭ）３７及びフレームバ
ッファ３８を有している。ＲＯＭ３７は階調変換テーブルや階調変換近似式用の係数及び
ＨＴマスクパターンを記憶している。さらに液晶表示装置３５に備えられているＡＳＩＣ
３９はＡＳＩＣ２６に対してＲＯＭ３６等を制御する外部デバイスコントローラ部４０を
さらに有している。温度センサ部３６で検知された温度情報に基づいて当該温度で最適な
ＨＴ処理パラメータをＲＯＭ５１から読み込んでＨＴ処理を行う。当該駆動方法では使用
環境による液晶パネル３３等の特性変化に応じてＨＴ処理を変えることができるので、使
用環境によらず高品位な表示特性を得ることができる。
【００８９】
［実施例８］
次に、本実施の形態による実施例８について図１７を用いて説明する。図１７は、本実施
例によるＨＴ駆動におけるＨＴマスクパターンと液晶パネル３３の光学応答特性を示して
いる。図中実線で示す曲線Ａは画素５５の光学応答特性を示し、破線で示す曲線Ｂは画素
５６の光学応答特性を示し、一点鎖線で示す曲線Ｃは画素５７の光学応答特性を示し、二
点鎖線で示す曲線Ｄは画素５８の光学応答特性を示している。図１７に示すように各フレ
ーム内で隣接する画素の光学応答特性が異なるようにフレームバッファに映像信号を記憶
して液晶パネル３３に映像信号を書き込む。このとき同じフレーム周期で液晶パネル３３
の不図示のゲートバスラインを少なくとも１ライン飛び越し走査して駆動する。当該飛び
越し走査は規則的に行ってもよいし、不規則に行ってももちろんよい。なお、当該駆動は
図１６に示す液晶表示装置を用いる。
【００９０】
フレーム周波数をｎ倍速にすることでＨＴ処理による時間的な画像劣化の低減を図ること
ができる。
【００９１】
［実施例９］
次に、本実施の形態による実施例９について説明する。本実施例では高輝度側ＨＴ駆動レ
ベル及び低輝度側ＨＴ駆動レベルの２レベルでＨＴ処理を行う場合、入力映像信号の階調
を識別して所定の階調を有する映像信号の存在数がＨＴ処理の面積比を超えるとＨＴ駆動
レベルを例えば高輝度側ＨＴ駆動レベルのみで駆動して、所定の階調を有する映像信号の
存在数がＨＴ処理の面積比を超えないときは低輝度側ＨＴ駆動レベルのみで駆動すること
を特徴とする。例えば、全体的に明るい画面を図１３（ａ）に示した高輝度側ＨＴ駆動レ
ベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルとの面積比が１：１のＨＴマスクパターンで処理すると、
高輝度側に変換された画素が目立ってしまう。この場合、画面全体を遠視的に見ると光学
応答の低周波成分が残ってしまいフリッカが発生する可能性がある。そこで、本実施例の
ように当該画面の階調レベルを識別して、低輝度側ＨＴ駆動レベルのみで処理すればＨＴ
未処理の際に高輝度であった画素の輝度が抑えられて目立つことがなくなる。従って、画
面全体を遠視的に見ると、光学応答の低周波成分が減少してフリッカを十分に低減させた
高品位な表示特性を得ることができる。
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【００９２】
［実施例１０］
次に、本実施の形態による実施例１０について図１８を用いて説明する。図１８は本実施
例のＨＴマスクパターンを示している。図１８（ａ）はＨＴマスクパターンの基本形を示
しており、図１４（ｂ）で示したＨＴマスクパターンと同様である。図１８（ｂ）は本実
施例のＨＴマスクパターンを示している。図１８（ｂ）に示すように、本実施例ではＲ、
Ｇ、Ｂ３画素を１つの画素単位として当該ＲＧＢ画素の各画素の位相を揃えてＨＴ処理を
行う。
【００９３】
第ｎフレームではＲＧＢ画素４１、４４は高輝度側ＨＴ駆動レベルとなり、ＲＧＢ画素４
２、４３は低輝度側ＨＴ駆動レベルとなる。次フレームの第ｎ＋１フレームのＨＴマスク
パターンは、第ｎフレームのＨＴマスクパターンとは逆に、ＲＧＢ画素４１、４４は低輝
度側ＨＴ駆動レベルとなり、ＲＧＢ画素４２、４３は高輝度側ＨＴ駆動レベルとなる。以
下、同様にして第ｎフレームのＨＴマスクパターンと第ｎ＋１フレームのＨＴマスクパタ
ーンとが交互に使用される。なお、同図（ａ）のＨＴマスクパターンの基本形に対して本
実施例のＨＴマスクパターンは、ＲＧＢ画素４１は画素３４ａに対応し、ＲＧＢ画素４２
は画素３４ｂに対応し、ＲＧＢ画素４３は画素３４ｃに対応し、ＲＧＢ画素４４は画素３
４ｄに対応している。
【００９４】
なお、ＲＧＢ画素４１、４２、４３、４４の駆動極性は色毎に反転されている。第ｎフレ
ーム及び第ｎ＋１フレームでは画素４１のＲＧＢ画素は順に正極性－負極性－正極性で駆
動されており、左右に隣り合うＲＧＢ画素間で極性が反転するようになっている。また、
縦方向に配列される画素４１と画素４３同士と画素４２と画素４４同士は同極性で駆動さ
れ、当該極性反転はＶ反転駆動になっている。このように本実施例であっても空間的及び
時間的にＨＴ処理を施すことができるのでフリッカを十分に低減させた高品位な表示特性
が得られる。
【００９５】
［実施例１１］
次に、本実施の形態による実施例１１について図１９を用いて説明する。図１９は本実施
例のＨＴマスクパターンを示している。図１９（ａ）はＨＴマスクパターンの基本形を示
しており、図１４（ｂ）で示したＨＴマスクパターンと同様である。図１９（ｂ）は本実
施例のＨＴマスクパターンを示している。図１９（ｂ）に示すように、本実施例ではＲ画
素とＢ画素は同位相でＨＴ処理を行い、Ｇ画素はＲ画素及びＢ画素と位相をずらしてＨＴ
処理を行う。
【００９６】
第ｎフレームではＲＧＢ画素４１、４４のＲ画素及びＢ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルに
なり、Ｇ画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルになっている。また、ＲＧＢ画素４２、４３のＲ
画素及びＢ画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルになり、Ｇ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルにな
っている。次フレームの第ｎ＋１フレームのＨＴマスクパターンは、第ｎフレームのＨＴ
マスクパターンとは逆に、ＲＧＢ画素４１、４４のＲ画素及びＢ画素は低輝度側ＨＴ駆動
レベルになり、Ｇ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルになっている。また、ＲＧＢ画素４２、
４３のＲ画素及びＢ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルになり、Ｇ画素は低輝度側ＨＴ駆動レ
ベルになっている。以下、同様にして第ｎフレームのＨＴマスクパターンと第ｎ＋１フレ
ームのＨＴマスクパターンとが交互に使用される。
【００９７】
なお、同図（ａ）のＨＴマスクパターンの基本形に対して本実施例のＨＴマスクパターン
はＲＧＢ画素毎に対応しているため、ＲＧＢ画素４１、４２、４３、４４には基本形が３
つ含まれることになる。画素３４ａにはＲＧＢ画素４１のＲ画素が対応し、画素３４ｂに
はＲＧＢ画素４１のＧ画素が対応し、画素３４ｄにはＲＧＢ画素４４のＧ画素が対応し、
画素３４ｃにはＲＧＢ画素４４のＲ画素が対応している。さらに、画素３４ａにはＲＧＢ
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画素４１のＢ画素が対応し、画素３４ｂにはＲＧＢ画素４２のＲ画素が対応し、画素３４
ｄにはＲＧＢ画素４３のＲ画素が対応し、画素３４ｃにはＲＧＢ画素４２のＢ画素が対応
している。またさらに、画素３４ａにはＲＧＢ画素４２のＧ画素が対応し、画素３４ｂに
はＲＧＢ画素４２のＢ画素が対応し、画素３４ｄにはＲＧＢ画素４３のＢ画素が対応し、
画素３４ｃにはＲＧＢ画素４３のＧ画素が対応している。
【００９８】
なお、ＲＧＢ画素４１、４２、４３、４４の駆動極性は色毎に反転されている。第ｎフレ
ーム及び第ｎ＋１フレームでは画素４１のＲＧＢ画素は順に正極性－負極性－正極性で駆
動されており、左右に隣り合うＲＧＢ画素間で極性が反転するようになっている。また、
縦方向に配列される画素４１と画素４４同士と画素４２と画素４３同士は同極性で駆動さ
れ、当該極性反転はＶ反転駆動になっている。このように本実施例であっても空間的及び
時間的にＨＴ処理を施すことができるのでフリッカを十分に低減させることができる。さ
らに、ＲＧＢ色毎にＨＴ処理を行うことができるので色再現性の高い高品位な表示特性が
得られる。
【００９９】
［実施例１２］
次に、本実施の形態による実施例１２について図２０を用いて説明する。本実施例はＲＧ
Ｂ画素毎にＨＴマスクパターンを予め備えている点に特徴を有している。以下では、Ｒ画
素及びＢ画素用のＨＴマスクパターンとＧ画素用のＨＴマスクパターンを備えているとし
て説明する。図２０はＲＧＢ各画素用のＨＴマスクパターンの基本形と当該基本形のＨＴ
マスクパターンを適用した際のＲＧＢ画素のＨＴマスクパターンを示している。図２０（
ａ）は、Ｒ画素とＢ画素に用いるＨＴマスクパターンの基本形であり、図１４（ｂ）で示
したＨＴマスクパターンと同様である。また、画素の駆動極性も同様である。同図（ｂ）
はＧ画素に用いるＨＴマスクパターン基本形であり、図１４（ｃ）で示したＨＴマスクパ
ターンと同様である。但し、画素の駆動極性は異なっており、本実施例では図２０（ａ）
と同じ駆動極性になっている。
【０１００】
図２０（ｃ）は、当該基本形のＨＴマスクパターンに基づいたＲＧＢ画素４１、４２、４
３、４４用のＨＴマスクパターンを示している。基本形のＨＴマスクパターンに対する本
実施例のＨＴマスクパターンの対応関係は以下の通りである。図２０（ａ）のＲ画素及び
Ｂ画素用基本形ＨＴマスクパターンにおける４画素群４５の内、画素４５ａにはＲＧＢ画
素４１のＲ画素とＢ画素が対応し、画素４５ｂにはＲＧＢ画素４２のＲ画素とＢ画素が対
応し、画素４５ｃにはＲＧＢ画素４３のＲ画素とＢ画素が対応し、画素４５ｄにはＲＧＢ
画素４４のＲ画素とＢ画素が対応している。また、図２０（ｂ）のＧ画素用基本形ＨＴマ
スクパターンにおける４画素群４６の内、画素４６ａにはＲＧＢ画素４１のＧ画素が対応
し、画素４６ｂにはＲＧＢ画素４２のＧ画素が対応し、画素４６ｃにはＲＧＢ画素４３の
Ｇ画素が対応し、画素４６ｄにはＲＧＢ画素４４のＧ画素が対応している。
【０１０１】
第ｎフレームではＲＧＢ画素４１の各画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルになっており、ＲＧ
Ｂ画素４２の各画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルになっている。また、ＲＧＢ画素４３のＲ
画素とＢ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルになっており、Ｇ画素は低輝度側ＨＴ駆動になっ
ている。さらに、ＲＧＢ画素４４のＲ画素とＢ画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルになってお
り、Ｇ画素は高輝度側ＨＴ駆動になっている。次フレームの第ｎ＋１フレームのＨＴマス
クパターンは、第ｎフレームのＨＴマスクパターンとは逆に、ＲＧＢ画素４１の各画素は
低輝度側ＨＴ駆動レベルになっており、ＲＧＢ画素４２の各画素は高輝度側ＨＴ駆動レベ
ルになっている。また、ＲＧＢ画素４３のＲ画素とＢ画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルにな
っており、Ｇ画素は高輝度側ＨＴ駆動になっている。さらに、ＲＧＢ画素４４のＲ画素と
Ｂ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルになっており、Ｇ画素は低輝度側ＨＴ駆動になっている
。以下、同様にして第ｎフレームのＨＴマスクパターンと第ｎ＋１フレームのＨＴマスク
パターンとが交互に使用される。
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【０１０２】
また、第ｎフレーム及び第ｎ＋１フレームではＲＧＢ画素４１、４４画素の駆動極性は正
極性になり、ＲＧＢ画素４２、４３の駆動極性は負極性になる。以下、２フレーム毎に駆
動極性が反転する。このように、複数のＨＴマスクパターンを備えておき、当該ＨＴマス
クパターンの組み合わせを変えることでＲＧＢ画素のＨＴマスクパターンを容易に変更す
ることができる。従って、本実施例であっても、空間的及び時間的にＨＴ処理を施すこと
ができるのでフリッカを十分に低減させることができ高品位な表示特性が得られる。
【０１０３】
図２１は他のＨＴマスクパターンを示している。当該ＨＴマスクパターンはＲＧＢ各画素
の２画素単位で高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベルとが繰り返されている
。例えば、第ｎフレームでは、ＲＧＢ画素４１のＲ画素及びＧ画素は高輝度側ＨＴ駆動レ
ベルであり、ＲＧＢ画素４１のＢ画素及びＲＧＢ画素４２のＲ画素は低輝度側ＨＴ駆動レ
ベルであり、ＲＧＢ画素４２のＧ画素及びＢ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルである。また
、ＲＧＢ画素４４のＲ画素及びＧ画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルであり、ＲＧＢ画素４１
のＢ画素及びＲＧＢ画素４２のＲ画素は高輝度側ＨＴ駆動レベルであり、ＲＧＢ画素４２
のＧ画素及びＢ画素は低輝度側ＨＴ駆動レベルである。このように駆動すると左右の隣接
画素の駆動レベルが揃うので水平画素単位での極性の偏りを抑制することができ、フリッ
カを十分に低減させることができ高品位な表示特性が得られる。なお、ＨＴマスクパター
ンはＡＳＩＣ２６、３９の機能ブロックであるＨＴマスク生成部２８に予め備えておく。
【０１０４】
［実施例１３］
次に、本実施の形態による実施例１３について説明する。同一画素で時間的にＨＴ処理を
行う場合、常に液晶の状態が変化する。これはフィードスルー電圧ΔＶ＝ΔＶｇ×Ｃｇｓ
／ＣｔｏｔのＣｔｏｔ項が常に変化しているためであり、コモン電位を最適化してＤＣ成
分を除去することを困難にする要因にもなっている。これを回避するために本実施例では
、ＨＴ処理前後の映像信号の関係からＡＳＩＣ２６、３９内部で変換近似式又はルックア
ップテーブルを算出する。当該変換近似式等を用いて逐一表示映像信号の出力電位をシフ
トするとＣｔｏｔ項の変化を抑制できるので表示品位を向上することができる。
【０１０５】
［実施例１４］
次に、本実施の形態による実施例１４について図２２乃至図２６を用いて説明する。本実
施例はＨＴ処理とオーバードライブ処理による応答補償とを同時に行い光学応答の低周波
成分を低減する点に特徴を有している。図２２は本実施例における第１の画像変換処理回
路のブロック図を示している。ＨＴ処理回路４５内の比較器４６は入力映像信号に基づい
て複数の階調変換レベルの中から１つの階調変換レベル（高輝度側ＨＴ駆動レベル及び低
輝度側ＨＴ駆動レベル）を選択する。データ変換部４７は当該階調変換レベルと駆動極性
を基にＨＴ処理を行う。
ＨＴ処理後の映像信号はオーバードライブ処理回路４８に出力され、当該オーバードライ
ブ処理回路４８内の比較器に入力される。
【０１０６】
ところで、オーバードライブ処理回路４８内のメモリコントローラ５２はフレームメモリ
５３から１フレーム前の映像信号を読み出す。フレームメモリ５３から読み出された１フ
レーム前の映像信号はメモリデータ入出力バッファ５１を介してと比較器４９に入力され
、ＨＴ処理回路４５から出力された映像信号と比較される。当該比較結果に基づいてＨＴ
処理回路４５から出力されたＨＴ処理後の映像信号はデータ変換部４７でＨＴ処理と同等
以上の分解能で加減算が行われてオーバードライブ処理回路から出力される。なお、ＨＴ
処理と同等以上の分解能とは、例えばＨＴ処理が６ｂｉｔで行われているのであれば当該
データ変換部４７では８ｂｉｔの加減算が行われることを意味している。オーバードライ
ブ処理回路４８から出力された映像信号はＨＴ処理とオーバードライブ処理との双方の情
報を有しているので、当該映像信号で液晶パネル３３を駆動するとＨＴ処理とオーバード
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ライブ処理による応答補償とを同時に施した画像を表示することができる。
【０１０７】
次に、本実施例の第２の画像変換処理回路について図２３を用いて説明する。
第２の画像変換処理回路は第１の画像変換処理回路に対して、オーバードライブ処理を施
した後にＨＴ処理を行う点に特徴を有している。なお、第１の画像変換処理回路と同一の
作用機能を奏する構成要素には同一の符号を付している。図２３は第２の画像変換処理回
路のブロック図を示している。オーバードライブ処理回路４８内のメモリコントローラ５
２はフレームメモリ５３から１フレーム前の映像信号を読み出す。フレームメモリ５３か
ら読み出された１フレーム前の映像信号は入力映像信号と比較器４９で比較される。当該
比較結果に基づいてデータ変換部５０で加減算を行い、当該加減算された映像信号はＨＴ
処理回路４５に出力される。
【０１０８】
ＨＴ処理回路４５内の比較器４６はオーバードライブ処理回路４８から出力された映像信
号に基づいて複数の階調変換レベルの中から比較的輝度差の小さい１つの階調変換レベル
を選択する。データ変換部４７は当該階調変換レベルと駆動極性を基にＨＴ処理を行う。
第２の画像処理回路においても、オーバードライブ処理回路４８から出力された映像信号
はＨＴ処理とオーバードライブ処理との双方の情報を有しているので、当該映像信号で液
晶パネル３３を駆動するとＨＴ処理とオーバードライブ処理による応答補償とを同時に施
した画像を表示することができる。
【０１０９】
次に、本実施例による第３の画像変換処理回路について図２４を用いて説明する。図２４
は第３の画像変換処理回路のブロック図を示している。なお、第１の画像変換処理回路と
同一の作用機能を奏する構成要素には同一の符号を付している。ＨＴ処理回路５４内のメ
モリデータ入出力バッファ５６は１フレーム前の映像信号を記憶することができる。比較
器５５では１フレーム前の映像信号と入力映像信号との比較を行う。さらに比較器５５で
は、当該入力映像信号に基づいて選択された階調変換レベルと１フレーム前の階調変換レ
ベルの比較もあわせて行われる。ＨＴ処理回路５４は階調変換レベルの差が所定範囲以上
の場合は、トリガ信号をオーバードライブ処理回路５７に出力する。
【０１１０】
オーバードライブ処理回路５７では当該トリガ信号によりオーバードライブ処理の動作／
非動作が決められる。メモリコントローラ５２はフレームメモリ５３から１フレーム前の
映像信号を読み出す。オーバードライブ処理の動作が選択されている場合は、比較器４９
で１フレーム前の映像信号とＨＴ処理回路５４から出力されたＨＴ処理後の映像信号とが
比較され、当該比較結果に基づいてデータ変換部５０でオーバードライブ処理の加減算を
行って映像信号が出力される。一方、オーバードライブ処理の非動作が選択されている場
合は、ＨＴ処理回路５４から出力されたＨＴ処理後の映像信号がオーバードライブ処理回
路５７から出力される。従って、オーバードライブ処理が動作している場合は、ＨＴ処理
とオーバードライブ処理による応答補償とを同時に施した画像が液晶パネル３３に表示さ
れ、オーバードライブ処理が非動作の場合はＨＴ処理のみ施された画像が液晶パネル３３
に表示されることになる。
【０１１１】
次に、第３の画像変換処理回路によるＨＴ処理とオーバードライブ処理による応答補償の
効果について図２４乃至図２６を用いて具体的に説明する。図２５は、ＨＴ処理のみ施さ
れた画素の光学応答を示している。図２５（ａ）は、高輝度側ＨＴ駆動レベル又は低輝度
側ＨＴ駆動レベルの画素の面積比が１：１であり、ＨＴ分割が高輝度側及び低輝度側ＨＴ
駆動レベルの２レベルで駆動されている所定の１画素における光学応答特性を示している
。横軸は左から右にフレーム順位を表し、縦軸は液晶の透過率を表している。図中に破線
で示す直線ＡはＨＴ処理のみ施した映像信号で液晶パネル３３を駆動したときの駆動レベ
ルを表し、実線で示す曲線ＢはＨＴ処理のみ施した場合の液晶パネル３３の光学応答特性
を示し、一点鎖線で示す直線Ｃは画像処理を行わない場合の液晶パネル３３の光学応答特
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性を示している。同図（ｂ）は各フレームにおける駆動レベルを示している。
なお、図中の「ＩＮ」は入力映像信号を表し、「ＨＯ」はＨＴ処理回路５４から出力した
ＨＴ処理後の映像信号を示し、「ＦＬ」は１種類のＨＴ処理が施されている１フレーム前
の映像信号を示している。例えば、ＨＴ処理後の映像信号ＨＯで液晶パネル３３を駆動す
ると第ｎ＋１フレームの駆動レベルは１８になる。
【０１１２】
画像処理を行わない場合の３２の駆動レベルを実現するために２種類のＨＴ処理（以下、
「ＨＴ処理４６－１８」、「ＨＴ処理４０－２４」という）を行う。
第ｎ＋２フレームではＨＴ処理の種類がＨＴ処理４６－１８からＨＴ処理４０－２４に変
化する。第ｎ＋１フレームは１８の駆動レベルであり、第ｎ＋２フレームは４０の駆動レ
ベルになるので、液晶パネル３３の光学応答特性により平均駆動レベルは（１８＋４０）
／２＝２９になる。従って、第ｎ＋２フレームの平均駆動レベルは画像処理を行わない３
２の駆動レベルより低くなる。一方、第ｎ＋５フレームではＨＴ処理の種類がＨＴ処理４
０－２４からＨＴ処理４６－１８に切り替わる。第ｎ＋５フレームは２４の駆動レベルで
あり、第ｎ＋６フレームは４６の駆動レベルになるので、第ｎ＋６フレームの平均駆動レ
ベルは４３になって、画像処理を行わない３２の駆動レベルより高くなってしまう。入力
映像信号ＩＮが変化しないにもかかわらずＨＴ処理後の駆動レベルが変化すると光学応答
の低周波成分が増加してフリッカが発生してしまう。
【０１１３】
そこで、液晶パネル３３の駆動レベルの変動を抑制するためにオーバードライブ処理を行
う。図２６は、図２５で説明した画素にオーバードライブ処理を施したときの光学応答を
示している。同図（ａ）は当該画素の光学応答特性を示している。図中に破線で示す直線
ＡはＨＴ処理のみ施した映像信号で液晶パネル３３を駆動したときの駆動レベルを表し、
実線で示す曲線ＢはＨＴ処理及びオーバードライブ処理を施した場合の液晶パネル３３の
光学応答特性を表し、一点鎖線で示す直線Ｃは画像処理を行わない場合の液晶パネル３３
の光学応答特性を表している。同図（ｂ）は各フレームにおける駆動レベルを示している
。なお、図中の「ＩＮ」は入力映像信号を表し、文字「ＨＯ」はＨＴ処理回路５４から出
力されたＨＴ処理後の映像信号を表し、「ＦＬ」は１種類のＨＴ処理が施されている１フ
レーム前の映像信号を表している。さらに、図中の文字「ＯＵＴ」は液晶パネル３３に出
力される出力映像信号を表し、「ＯＭ」はフレームメモリ５３に記憶される映像信号ＨＯ
を表し、「ＴＲＧ」はオーバードライブ処理の動作／非動作を制御するトリガ信号を表し
、「ＣＯ」はオーバードライブ処理の補正値を表している。
【０１１４】
図２５で説明した平均駆動レベルの変動を回避するため、ＨＴ処理回路５４内の比較器５
５でＨＴ処理後の映像信号ＨＯとフレームメモリ５３に記憶されている１フレーム前の映
像信号ＯＭとを比較する。当該比較の結果、変化量が所定範囲を超えるとトリガ信号ＴＲ
Ｇが生成されてＨＴ処理回路５４から出力される。
トリガ信号ＴＲＧがオーバードライブ処理回路５７に入力するとオーバードライブ処理が
行われ、データ変換部５０で映像信号に補正量ＣＯが加減される。オーバードライブ回路
５０は補正後の映像信号である出力映像信号ＯＵＴを液晶パネル３３に出力して駆動レベ
ルの変動が調整される。
【０１１５】
例えば、ＨＴ処理が変化しない第ｎ＋１フレームでは、図２６（ｂ）に示すように、当該
フレームのＨＴ処理後の映像信号ＨＯの駆動レベル（１８）とフレームメモリ５３に記憶
されている１フレーム前の映像信号ＯＭの駆動レベル（４６）とを比較して当該フレーム
の平均駆動レベルは３２と算出される。一方、第ｎ＋２フレームでは、当該フレームのＨ
Ｔ処理後の映像信号ＨＯの駆動レベル（４０）とフレームメモリ５３に記憶されている１
フレーム前の映像信号ＯＭの駆動レベル（１８）を比較して当該フレームの平均駆動レベ
ルは２９と算出される。
ここでオーバードライブ処理の動作／非動作を選択する平均駆動レベルの変化量の範囲が
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３２±２と設定されているとする。この場合、第ｎ＋２フレームの平均駆動レベルは当該
範囲外となっているのでトリガ信号ＴＲＧがＨＴ処理回路５４から出力されてオーバード
ライブ処理が行われる。図２６（ｂ）中のＴＲＧ欄の○印はトリガ信号ＴＲＧが出力され
たことを表している。オーバードライブ処理回路５７では平均駆動レベルが３２±２の範
囲内に収まるように、例えば映像信号ＨＯに補正値２を加算して、出力映像信号ＯＵＴ（
４２）が出力される。当該出力映像信号ＯＵＴで駆動すると、ＨＴ処理のみの駆動レベル
直線Ａより駆動レベルＤだけ上がるので、当該駆動レベルで液晶パネル３３を駆動すると
平均駆動レベルは３０となってＨＴ処理平均駆動レベルの変動が抑制される。なお、第ｎ
＋６フレームについても同様の処理が行われ、当該フレームでは駆動レベルＥだけ下がる
ように補正される。
【０１１６】
以上のように本実施例であればＨＴマスクパターンの変更等のＨＴ処理に変化が生じても
液晶パネル３３の平均駆動レベルの変動が抑えられ低周波成分を除去することができる。
従って、フリッカを十分に低減させた高品位な表示特性が得られる。
【０１１７】
このように本実施の形態であれば、広視野角で色再現性に優れざらつき感が極めて少ない
画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置並びに液晶表示装置の駆動方法を実現するこ
とができる。
【０１１８】
本実施の形態は、上記実施例に限らず種々の変形が可能である。
例えば、液晶印電圧の基準となる階調基準電圧をＨＴ駆動用及び通常駆動用の生成手段を
個別に設けてもよい。図２７に示すようにＨＴ駆動用の階調基準電圧Ｖｘ－ＨＴ（ｘ＝１
、２、・・・、ｎ）と通常駆動用の階調基準電圧Ｖｘ－ＮＤ（ｘ＝１、２、・・・、ｎ）
を出力する不図示の回路を備え、当該階調基準電圧は選択制御信号ＳＣＴで制御されるア
ナログスィッチ５８で選択される。選択された階調基準電圧は増幅器５９を介してソース
ドライバＩＣ３１に入力される。
階調基準電圧を切り替えると映像信号が同一階調であっても異なる電圧を液晶に印加する
ことができる。従って、ＨＴ処理と階調基準電圧の切り替えとを同時に行うと画像処理の
効果が高まって高品位な表示特性を得ることができる。
【０１１９】
また、上記実施例では画素単位でＨＴ処理を行っていたが、本実施形態はこれに限られな
い。例えば、表示画像に変化がある箇所を抽出してＨＴ処理を行う。
こうすることで当該箇所にフレーム毎に高輝度側ＨＴ駆動レベルと低輝度側ＨＴ駆動レベ
ルが繰り返され、表示画像の変化する前後で光学応答の経路の差が大きくなり、当該部分
の輪郭が動画像等に目線が追従変化すると強調される。また、高輝度側ＨＴ駆動レベル及
び低輝度側ＨＴ駆動レベルの変換後の輝度レベルを変えることで強調の度合いを制御する
ことができる。
【０１２０】
以上説明したように，本実施の形態によれば，広視野角で色再現性に優れざらつき感が極
めて少ない画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装置並びに液晶表示装置の駆動方法を
実現することができる。
【０１２１】
以上説明した本発明の第１の実施の形態による画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装
置は、以下のようにまとめられる。
【０１２２】
（付記１）
インターレース方式で入力された画像信号から高階調側データと低階調側データとを生成
し、
前記高階調側データと前記低階調側データとを時間的又は空間的の少なくとも一方で混合
して画像を表示させること
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を特徴とする画像処理方法。
【０１２３】
（付記２）
付記１記載の画像処理方法において、
前記画像信号が奇数ライン用又は偶数ライン用のいずれであるかを判別し、
判別結果に基づいて前記高階調側データ及び低階調側データの表示態様を変更すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１２４】
（付記３）
付記２記載の画像処理方法において、
前記奇数ライン用画像信号を表示する奇数フレームでは、前記奇数ライン用画像信号から
前記高階調側データ及び低階調側データを生成して奇数ライン及び偶数ラインに表示させ
、
前記偶数ライン用画像信号を表示する偶数フレームでは、前記偶数ライン用画像信号から
前記高階調側データ及び低階調側データを生成して前記奇数ライン及び偶数ラインに表示
させること
を特徴とする画像処理方法。
【０１２５】
（付記４）
付記３記載の画像処理方法において、
前記奇数フレームでは、前記高階調側データを奇数ラインに書き込み、前記低階調側デー
タを偶数ラインに書き込み、
前記偶数フレームでは、前記高階調側データを偶数ラインに書き込み、前記低階調側デー
タを奇数ラインに書き込むこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１２６】
（付記５）
付記３記載の画像処理方法において、
前記奇数フレームでは、前記高階調側データを偶数ラインに書き込み、前記低階調側デー
タを奇数ラインに書き込み、
前記偶数フレームでは、前記高階調側データを奇数ラインに書き込み、前記低階調側デー
タを偶数ラインに書き込むこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１２７】
（付記６）
付記４又は５に記載の画像処理方法において、
前記高階調側データ及び前記低階調側データを書き込むラインをフレーム毎に順に入れ替
えること
を特徴とする画像処理方法。
【０１２８】
（付記７）
付記３乃至６のいずれか１項に記載の画像処理方法において、
前記奇数フレームでは、
奇数ラインの端部画素に前記高階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記低階
調側データと前記高階調側データとを交互に書き込み、
偶数ラインの端部画素に前記低階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記高階
調側データと前記低階調側データとを交互に書き込み、
前記偶数フレームでは、
奇数ラインの端部画素に前記低階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記高階
調側データと前記低階調側データとを交互に書き込み、
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偶数ラインの端部画素に前記高階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記低階
調側データと前記高階調側データとを交互に書き込むこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１２９】
（付記８）
付記３乃至６のいずれか１項に記載の画像処理方法において、
前記奇数フレームでは、
奇数ラインの端部画素に前記低階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記高階
調側データと前記低階調側データとを交互に書き込み、
偶数ラインの端部画素に前記高階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記低階
調側データと前記高階調側データとを交互に書き込み、
前記偶数フレームでは、
奇数ラインの端部画素に前記高階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記低階
調側データと前記高階調側データとを交互に書き込み、
偶数ラインの端部画素に前記低階調側データを書き込み、ライン内の画素に順次前記高階
調側データと前記低階調側データとを交互に書き込むこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１３０】
（付記９）
付記７又は８に記載の画像処理方法において、
前記高階調側データ及び前記低階調側データを書き込む画素をフレーム毎に順に入れ替え
ること
を特徴とする画像処理方法。
【０１３１】
（付記１０）
付記２記載の画像処理方法において、
奇数ライン用の前記画像信号に基づいて前記高階調側データと前記低階調側データとを作
成し、前記奇数ラインに対して２フレームに渡って前記高階調側データと前記低階調側デ
ータと書き込み、
偶数ライン用の前記画像信号に基づいて前記高階調側データと前記低階調側データとを作
成し、前記偶数ラインに対して２フレームに渡って前記高階調側データと前記低階調側デ
ータと書き込むこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１３２】
（付記１１）
付記１０記載の画像処理方法において、
奇数ライン用の高階調側データを前記奇数フレームの奇数ラインに表示し、
奇数ライン用の低階調側データを前記偶数フレームの奇数ラインに表示し、
偶数ライン用の高階調側データを前記偶数フレームの偶数ラインに表示し、
偶数ライン用の低階調側データを前記奇数フレームの偶数ラインに表示すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１３３】
（付記１２）
付記１１記載の画像処理方法において、
前記奇数フレームでは、
奇数ライン用の高階調側データを奇数ラインに表示し、
偶数ラインには前フレームで入力された偶数ライン用の低階調側データを表示し、
前記偶数フレームでは、
偶数ライン用の高階調側データを偶数ラインに表示し、
奇数ラインには前フレームで入力された奇数ライン用の低階調側データを表示すること
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を特徴とする画像処理方法。
【０１３４】
（付記１３）
付記１１記載の画像処理方法において、
前記奇数フレームでは、
奇数ライン用の高階調側データを奇数ライン端部画素に表示し、高階調側と低階調側のデ
ータを前記奇数ラインの画素に順次交互に表示し、
偶数ライン端部画素には前フレームで入力された偶数ライン用の低階調側データを表示し
、前記前フレームで入力された偶数ライン用の高階調側と低階調側のデータを前記偶数ラ
インの画素に順次交互に表示し、
前記偶数フレームでは、
偶数ライン用の高階調側データを偶数ライン端部画素に表示し、高階調側と低階調側のデ
ータを前記偶数ラインの画素に順次交互に表示し、
奇数ライン端部画素には前フレームで入力された奇数ライン用の低階調側データを表示し
、前記前フレームで入力された奇数ライン用の高階調側と低階調側のデータを前記奇数ラ
インの画素に順次交互に表示すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１３５】
（付記１４）
付記１３記載の画像処理方法において、
奇数及び偶数、並びに高階調及び低階調の関係をフレーム毎に互いに入れ替えて表示する
こと
を特徴とする画像処理方法。
【０１３６】
（付記１５）
付記１記載の画像処理方法において、
想定する入力信号に対して縦横それぞれ単独で２倍又は縦横双方共に２倍の画素を有する
表示装置に対して、前記高階調側データと前記低階調側データとを用いて階調表示を行う
こと
を特徴とする画像処理方法。
【０１３７】
（付記１６）
付記１５記載の画像処理方法において、
２又は４の複数の画素が１組になって１つのデータに対応しており、当該１組を形成する
画素が高階調側データと低輝度側データとを１対１に持っており、フレーム毎に高階調側
データと低階調側データとを入れ替えて表示すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１３８】
以上説明した本発明の第２の実施の形態による画像処理方法及びそれを用いた液晶表示装
置は、以下のようにまとめられる。
（付記１７）
入力された画像信号から高輝度駆動レベルと低輝度駆動レベルとを生成し、
高輝度駆動レベルと低輝度駆動レベルとを所定の面積比で拡散させる共に時間的にも拡散
させたハーフトーン処理により画像を表示させること
を特徴とする画像処理方法。
【０１３９】
（付記１８）
付記１７記載の画像処理方法において、
前記ハーフトーン処理を実現する駆動パターン（表示装置の反転周期、異なる２つ以上の
駆動レベルの分布）を面積比及びパターン周期において複数備え、入力画像によって前記
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駆動パターンを切り替えること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４０】
（付記１９）
付記１７記載の画像処理方法において、
前記ハーフトーン処理の異なる２つ以上の駆動レベルの拡散周期を、近接画素で時間軸に
おいてシフトさせること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４１】
（付記２０）
付記１９記載の画像処理方法において、
前記近接画素において駆動レベル書き込みをフレーム時間軸においてシフトさせること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４２】
（付記２１）
付記１７記載の画像処理方法において、
異なる２つ以上のハーフトーン駆動レベルの表示装置への交流駆動極性を面積、時間にお
いてそれぞれ等しく存在させ、極性のばらつきをなくすこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１４３】
（付記２２）
付記１８記載の画像処理方法において、
画像信号に応じて駆動極性、駆動レベルの時間の偏りが極小になるようにハーフトーン拡
散パターンを切り替えること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４４】
（付記２３）
付記２２記載の画像処理方法において、
ハーフトーン処理をブロック単位、または領域で行うこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１４５】
（付記２４）
付記１７記載の画像処理方法において、
静止画像と動画像で駆動周期を変えること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４６】
（付記２５）
付記１８記載の画像処理方法において、
表示画像のＲＧＢピクセル単位またはブロック単位の階調レベルの分布に応じて駆動パタ
ーンを切り替えること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４７】
（付記２６）
付記１７記載の画像処理方法において、
温度等の周囲環境による表示装置の駆動を、環境条件を検出して最適になるように補償す
ること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４８】
（付記２７）
付記２０記載の画像処理方法において、
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近接画素において表示パネル書き込みを半フレーム時間軸においてシフトさせる、または
これと同時に駆動周期を上げること
を特徴とする画像処理方法。
【０１４９】
（付記２８）
付記１７記載の画像処理方法において、
ハーフトーン処理パターンを誤差拡散（ディザ）によって作成すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１５０】
（付記２９）
付記１７記載の画像処理方法において、
ハーフトーン処理パターンを各色（ＲＧＢ）を同一パターンで処理すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１５１】
（付記３０）
付記１７記載の画像処理方法において、
ハーフトーン処理パターンを各色（ＲＧＢ）を同一パタ－ンの違う周期で各色ばらばら、
または組み合わせを持って処理すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１５２】
（付記３１）
付記１７記載の画像処理方法において、
ハーフトーン処理パターンを各色（ＲＧＢ）を全く異なるパターンで処理すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１５３】
（付記３２）
付記１７記載の画像処理方法において、
コモンレベルに対して逆極性で駆動される近接画素の対でハーフトーン処理の駆動レベル
を同じにすること
を特徴とする画像処理方法。
【０１５４】
（付記３３）
付記１７記載の画像処理方法において、
ハーフトーン処理の異なる駆動レベルをこれらの組み合わせにより正極性、逆極性で駆動
レベルをシフトさせ、表示デバイスにＤＣ成分を印加するのを回避すること
を特徴とする画像処理方法。
【０１５５】
（付記３４）
付記１７記載の画像処理方法において、
画像メモリからの直前情報との比較により加減算演算で駆動レベルの調整を行うオーバー
ドライブ処理を後段、ハーフトーン処理を前段に備え、オーバードライブの処理分解能を
ハーフトーン処理に必要な階調分解能まで制御可能とする構成を持つこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１５６】
（付記３５）
付記１７記載の画像処理方法において、
画像メモリの直前情報との比較により加減算演算で駆動レベルの調整を行うオーバードラ
イブ処理を前段、ハーフトーン処理を後段に備え、ハーフトーン処理の複数テーブルの差
を大きく設定しないこと
を特徴とする画像処理方法。
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【０１５７】
（付記３６）
付記１７記載の画像処理方法において、
画像メモリからの直前情報との比較により加減算演算で駆動レベルの調整を行うオーバー
ドライブ処理を後段に、前記ハーフトーン処理を前段に備え、行うべきハーフトーン処理
レベルの直前フレーム処理レベルとの比較でオーバードライブの動作、非動作の判定を行
うこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１５８】
（付記３７）
付記１７記載の画像処理方法において、
前記ハーフトーン処理と非処理とを選択して駆動レベルの切り替えを行うこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１５９】
（付記３８）
付記１７記載の画像処理方法において、
前記ハーフトーン処理の異なる駆動レベルの分布を、画像輪郭近傍で逆相にすること
を特徴とする画像処理方法。
【０１６０】
（付記３９）
付記１７記載の画像処理方法において、
前記ハーフトーン処理をｎ倍速で行うこと
を特徴とする画像処理方法。
【０１６１】
（付記４０）
一対の基板間に液晶を封止し、付記１乃至３９のいずれか１項に記載の画像処理方法を実
施する駆動回路を備えていることを特徴とする液晶表示装置。
【０１６２】
【発明の効果】
以上のとおり本発明によれば、インターレース方式の映像信号が入力された場合でも広視
野角で色再現性に優れた画像処理ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の動作原理を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第１の駆動方法を示す図である
。
【図３】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第２の駆動方法を示す図である
。
【図４】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第３の駆動方法を示す図である
。
【図５】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第４の駆動方法を示す図である
。
【図６】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第１の駆動方法について１フレ
ームの画像表示動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第２の駆動方法について１フレ
ームの画像表示動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第３の駆動方法について１フレ
ームの画像表示動作を示すフローチャートである。
【図９】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法の第４の駆動方法について１フレ
ームの画像表示動作を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の第１の実施の形態による画像処理方法について入力映像信号と表示画
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面の解像度が異なるときの表示方法を説明する図である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態による液晶表示装置２３の機能ブロック図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態による実施例１のＨＴ演算部２９に格納された階調
変換テーブル又は近似式の係数の概念を説明する図である。
【図１３】本発明の第２の実施の形態による実施例２のＨＴ駆動におけるＨＴマスクパタ
ーンと液晶パネル３３の液晶の光学応答特性とを示す図である。
【図１４】本発明の第２の実施の形態による実施例３のＨＴ駆動におけるＨＴマスクパタ
ーンと書き込み極性との関係を示す図である。
【図１５】本発明の第２の実施の形態による実施例４の画像パターンとＨＴ駆動における
ＨＴマスクパターン及び液晶パネル３３の液晶の光学応答特性を示す図である。
【図１６】本発明の第２の実施の形態による実施例７の液晶表示装置３５の機能ブロック
図である。
【図１７】本発明の第２の実施の形態による実施例８のＨＴ駆動におけるＨＴマスクパタ
ーンと液晶パネル３３の光学応答特性を示す図である。
【図１８】本発明の第２の実施の形態による実施例１０のＨＴマスクパターンを示す図で
ある。
【図１９】本発明の第２の実施の形態による実施例１１のＨＴマスクパターンを示す図で
ある。
【図２０】本発明の第２の実施の形態による実施例１２のＲＧＢ各画素用のＨＴマスクパ
ターンの基本形と当該基本形のＨＴマスクパターンを適用した際のＲＧＢ画素のＨＴマス
クパターンを示す図である。
【図２１】本発明の第２の実施の形態による実施例１２のＨＴマスクパターンを示す図で
ある。
【図２２】本発明の第２の実施の形態による実施例１４の第１の画像変換処理回路のブロ
ック図である。
【図２３】本発明の第２の実施の形態による実施例１４の第２の画像変換処理回路のブロ
ック図である。
【図２４】本発明の第２の実施の形態による実施例１４の第３の画像変換処理回路のブロ
ック図である。
【図２５】本発明の第２の実施の形態による実施例１４のＨＴ処理のみ施した画素の光学
応答を示す図である。
【図２６】本発明の第２の実施の形態による実施例１４のＨＴ処理及びオーバードライブ
処理を施した画素の光学応答を示す図である。
【図２７】本発明の第２の実施の形態による階調基準電圧切り替え用の回路構成を示す図
である。
【図２８】インターレース方式における映像信号の送信状態を模式的に示す図である。
【図２９】インターレース方式の映像信号をＣＲＴに表示している状態を模式的に示す図
である。
【図３０】インターレース方式の映像信号を液晶パネルに表示する従来の手法を模式的に
示す図である。
【符号の説明】
２　画素
２３　液晶表示装置
２４　システム装置
２６　映像信号変換部
２７　画像判定部
２８　ＨＴマスク生成部
２９　ＨＴ演算部
３０　液晶表示コントローラ部
３１　ソースドライバＩＣ
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３２　ゲートドライバＩＣ
３３　液晶パネル

【図１】
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